
内
務
省
か
ら
コ
ッ
ホ
記
号
⑦
耳
〆
。
ｇ
の
も
と
に
留
学
し
た
北
里
柴
三
郎
は
、
破
傷
風
菌
の
純
培
養
を
と
っ
て
そ
の
病
原
論
を
確
立
し
、
ま

た
破
傷
風
に
対
す
る
免
疫
の
成
立
も
証
明
し
た
。
ベ
ー
リ
ン
グ
国
昌
一
ぐ
。
昌
需
冒
掲
と
と
も
に
発
表
し
た
「
動
物
に
お
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
と

破
傷
風
の
免
疫
成
立
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
は
血
清
療
法
の
基
礎
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
、
コ
ッ
ホ
は
結
核
治
療
薬
と
し
て
の
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
を
発
表
し
た
。
北
里
は
そ
の
研
究
の
助
手
を
務
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
わ
が
国
最
初
の
世
界
的
に
著
名
な
学
者
に
な
っ
た
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
に
対
す
る
期
待
は
世
界
的
に
大
き
く
、
わ
が
国
も
例
外
で
な
か
っ
た
。
第
一
回
帝
国
議
会
は
コ
ッ
ホ
か
ら
シ
、
ヘ
ル
ク
リ
ン
療

（
八
）

法
を
学
ぶ
た
め
、
帝
国
大
学
か
ら
伝
習
生
を
送
っ
た
。
医
政
家
の
長
谷
川
泰
や
衛
生
局
長
の
長
與
専
斎
ら
は
北
里
の
た
め
の
研
究
所
の
設
立
を

画
策
し
た
が
、
こ
れ
が
実
現
し
な
い
う
ち
に
明
治
二
十
五
年
五
月
北
里
が
帰
国
し
た
。
研
究
所
を
国
立
に
す
る
に
は
時
日
を
必
要
と
す
る
の

内
務
省
所
管
伝
染
病
研
究
所
（
以
下
伝
染
病
研
究
所
を
伝
研
と
略
す
）
は
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
設
立
伝
染
病
研
究
所
が
明
治
三
十
二
（
一
八

九
九
）
年
に
国
有
化
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
文
部
省
に
移
管
さ
れ
る
ま
で
一
五
年
半
続
い
た
。
た
ま
た
ま
、
東
京
大
学

二
’
七
）

医
科
学
研
究
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
内
務
省
時
代
の
全
期
に
わ
た
る
伝
研
年
報
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
「
伝
染
病
研
究
所
一
覧
」
な
ど

も
参
考
に
し
て
、
内
務
省
伝
研
の
全
体
像
を
つ
か
も
う
と
し
て
本
稿
を
ま
と
め
た
。

一
大
日
本
私
立
衛
生
会
設
立
伝
染
病
研
究
所

内
務
省
所
管
伝
染
病
研
究
所

和
蕊
韓
鴬
望
社
噂
鐇
病
平
成
元
年
三
月
七
日
受
付

小

高
健
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（
九
）

で
、
長
與
は
福
沢
諭
吉
の
援
助
を
求
め
た
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
民
間
の
援
助
に
よ
っ
て
、
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
十
一
月
三
十
日
私
立
伝

研
が
芝
公
園
の
福
沢
の
私
有
地
に
発
足
し
た
。

翌
年
一
月
、
医
科
大
学
に
伝
染
病
研
究
室
お
よ
び
病
室
を
作
る
文
部
省
案
が
議
会
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
コ
ッ
ホ
の
も
と
に
送
ら
れ
た
伝
習
生

が
帰
国
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
否
決
さ
れ
た
。
長
谷
川
は
文
部
省
に
対
す
る
対
立
を
あ
ら
わ
に
し
た
演
説
を
し
、
文
部
省
関

（
一
○
）

係
の
研
究
所
に
は
断
固
と
し
て
入
ら
な
い
と
い
う
北
里
の
意
志
を
議
会
に
伝
え
た
。
こ
う
し
て
北
里
は
医
科
大
学
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
長
谷
川
ら
は
私
立
伝
研
に
対
し
て
補
助
費
を
出
す
建
議
案
を
議
会
に
提
出
し
賛
同
を
得
た
。
創
立
補
助
費
と
し
て
明
治
二
十
六
年
度

（
一
一
）

に
二
万
円
、
さ
ら
に
研
究
所
費
補
助
と
し
て
二
十
六
年
度
か
ら
三
年
間
、
毎
年
一
万
五
千
円
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
補
助
費
を

与
え
る
に
あ
た
っ
て
、
内
務
大
臣
は
二
十
六
年
三
月
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
あ
て
に
「
伝
染
病
研
究
所
は
各
伝
染
病
の
原
因
及
予
防
治
法
を
研

究
し
国
家
衛
生
法
の
審
事
機
関
た
る
こ
と
を
力
む
べ
し
」
、
「
伝
染
病
研
究
の
事
業
は
総
て
医
学
博
士
北
里
柴
三
郎
の
指
揮
に
任
ず
べ
し
」
な
ど

（
一
二
一
）

核
患
者
の
治
療
を
行
っ
た
。

私
立
伝
研
は
敷
地
が
狭
く
病
室
を
作
れ
な
か
っ
た
。
安
定
し
た
圧
力
の
ガ
ス
が
得
ら
れ
る
点
で
芝
公
園
一
帯
は
細
菌
学
研
究
に
適
し
て
い
た

（
一
四
）

が
、
地
価
が
高
く
拡
張
の
た
め
の
敷
地
が
購
入
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
二
十
六
年
に
芝
区
愛
宕
町
の
東
京
医
事
開
業
試
験
所
構
内
の
内

（
一
五
）
二
六
）

務
省
用
地
五
二
五
坪
を
無
料
借
用
し
、
研
究
室
、
病
室
を
新
築
し
て
二
十
七
年
二
月
に
移
転
し
た
。
さ
ら
に
明
治
二
十
九
年
度
か
ら
の
三
年
間

に
対
し
て
も
同
額
の
研
究
所
費
補
助
が
与
え
ら
れ
た
。

六
年
四
ヵ
月
に
わ
た
る
私
立
伝
研
時
代
に
北
里
は
め
ざ
ま
し
く
活
躍
し
た
。
研
究
所
発
足
一
年
半
後
に
は
香
港
に
出
向
い
て
・
へ
ス
ト
菌
を
発

見
し
た
。
ま
た
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
を
製
造
し
て
著
し
い
効
果
を
あ
げ
た
。
定
期
的
に
講
習
会
を
開
い
て
細
菌
学
の
普
及
に
努
め
た
ほ
か
、
明
治

二
十
八
年
か
ら
専
門
の
『
細
菌
学
雑
誌
』
を
発
行
し
た
。
北
里
の
弟
子
で
あ
る
志
賀
潔
が
赤
痢
菌
を
発
見
し
た
の
も
私
立
伝
研
の
大
き
な
業
績

（
一
一
一
）

の
命
令
を
出
し
た
。

北
里
は
私
立
伝
研
で
研
究
す
る
か
た
わ
ら
、
明
治
二
十
六
年
九
月
か
ら
、
福
沢
ら
の
援
助
で
開
か
れ
た
養
生
園
（
芝
区
白
金
三
光
町
）
で
結
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内
務
省
衛
生
局
長
の
後
藤
新
平
は
、
衛
生
行
政
組
織
に
は
事
務
局
と
諮
詞
審
事
機
関
と
が
必
要
と
考
え
て
い
た
。
内
務
省
衛
生
局
は
事
務
局

に
、
中
央
衛
生
会
は
諮
訶
機
関
に
、
衛
生
試
験
所
は
審
事
機
関
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
私
立
伝
研
も
審
事
機
関
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
伝
研

の
業
績
は
著
し
く
、
こ
の
私
立
の
伝
研
で
成
功
し
た
血
清
を
国
立
の
血
清
薬
院
で
売
り
下
げ
る
の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
伝
研
を

国
立
に
す
べ
き
で
あ
る
。
後
藤
は
在
任
中
の
明
治
二
十
九
年
に
、
そ
れ
ま
で
伝
研
で
行
っ
て
い
た
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
の
製
造
を
官
業
に
し
て
血

（
一
七
）
（
一
八
）

清
薬
院
を
発
足
さ
せ
た
が
、
伝
研
の
国
有
化
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
後
任
の
長
谷
川
に
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
。

明
治
三
十
二
年
は
ち
ょ
う
ど
政
府
補
助
が
切
れ
る
年
に
当
っ
て
い
た
。
政
府
は
伝
研
を
国
立
に
す
る
た
め
、
三
十
一
年
十
二
月
の
議
会
に
伝

染
病
研
究
所
費
三
万
九
千
余
円
を
上
程
し
た
。
長
谷
川
衛
生
局
長
は
、
こ
の
事
業
は
政
府
補
助
な
し
で
は
や
っ
て
ゆ
け
な
い
、
伝
研
に
は
収
入

が
あ
る
か
ら
今
ま
で
以
上
の
出
費
に
は
な
ら
な
い
、
し
た
が
っ
て
伝
研
を
行
政
に
必
要
な
国
立
機
関
と
し
伝
染
病
予
防
事
務
を
責
任
を
も
っ
て

（
一
九
）

担
当
さ
せ
る
ほ
う
が
好
都
合
で
あ
る
、
と
議
会
に
説
明
し
承
認
を
得
た
。

明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
四
月
一
日
、
私
立
伝
研
は
国
立
に
な
っ
た
（
勅
令
第
九
三
号
）
。
勅
令
の
第
二
條
に
よ
り
「
伝
染
病
研
究
所

〈
内
務
大
臣
ノ
管
理
二
属
シ
伝
染
病
ソ
ノ
他
病
原
ノ
検
索
、
予
防
、
治
療
方
法
ノ
研
究
、
予
防
消
毒
治
療
材
料
ノ
検
査
及
伝
染
病
研
究
方
法
ノ

講
習
二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
」
こ
と
に
な
っ
た
。
半
年
後
の
十
月
二
十
六
日
に
排
泄
分
泌
物
類
検
査
、
予
防
治
療
液
類
分
与
、
診
療
、
講
習
に

関
す
る
四
つ
の
規
定
が
内
務
大
臣
か
ら
認
可
さ
れ
た
。
国
立
に
な
っ
た
と
き
敷
地
は
愛
宕
町
二
丁
目
二
二
番
地
に
一
、
三
九
二
坪
あ
り
（
現
在
芝

郵
便
局
の
あ
る
と
こ
ろ
）
、
建
物
と
し
て
は
本
館
、
病
室
二
棟
な
ど
が
あ
っ
た
。
な
お
芝
区
白
金
三
光
町
二
七
番
地
に
動
物
飼
育
場
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
民
有
地
で
養
生
園
に
隣
接
し
、
た
ぶ
ん
福
沢
の
も
の
だ
っ
た
。
二
十
八
年
四
月
私
立
伝
研
の
白
金
支
所
と
し
て
発
足
し
た
と
き
に

で
あ
っ
た
。
私
立
伝
研
は
こ
の
当
時
研
究
所
と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
わ
が
国
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
民
間
の
篤
志
に

よ
り
発
足
し
た
点
で
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

二
内
務
省
所
管
と
な
っ
た
経
緯
お
よ
び
拡
充

375 （3）



（
二
○
）

は
千
七
百
坪
あ
っ
た
が
、
血
清
薬
院
の
創
設
に
と
も
な
っ
て
縮
小
し
、
三
十
二
年
に
は
三
七
○
坪
で
あ
っ
た
。

伝
研
が
大
き
く
変
る
の
は
日
露
戦
争
の
と
き
で
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
十
二
月
の
予
算
委
員
第
二
分
科
会
で
、
芳
川
顕
正
内
務
大
臣
は
、

三
十
八
年
度
の
内
務
省
予
算
が
前
年
度
の
お
お
よ
そ
半
分
に
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め
行
政
整
理
を
行
い
、
も
っ
と
も
緊
要
な
も
の
に
集
中
す
る
こ

と
、
そ
の
一
環
と
し
て
痘
苗
製
造
所
（
所
長
北
里
）
、
血
清
薬
院
（
院
長
心
得
北
里
）
、
伝
染
病
研
究
所
の
独
立
を
廃
し
て
一
カ
所
に
統
合
す
る

（
一
一
一
）

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
北
里
に
よ
る
と
こ
の
統
合
は
、
北
里
が
三
十
六
年
に
内
務
大
臣
に
献
策
し
た
も
の
が
、
機
が
熟
し
て
実
施
さ
れ
た
も

（
一
一
一
一
）

の
だ
と
い
う
。
統
合
の
た
め
の
三
十
八
年
度
歳
入
出
予
算
は
伝
研
の
調
査
に
よ
る
と
、
歳
入
総
計
二
万
三
千
円
弱
で
前
年
度
よ
り
九
千
円
ほ

（
一
一
二
一
）

ど
増
、
歳
出
総
計
（
移
転
費
を
含
ま
ず
）
一
六
万
八
千
円
弱
で
約
一
万
七
千
円
減
で
あ
っ
た
。
三
十
八
年
二
月
の
衆
議
院
で
、
伝
研
は
不
要
で

あ
る
、
研
究
は
医
科
大
学
で
、
血
清
、
痘
苗
は
民
間
で
造
ら
せ
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
者
の
道
楽
に
対
し
て
二
四
万
円
の
建
築

費
と
一
六
万
円
の
事
業
費
を
出
し
て
い
る
の
は
、
医
科
大
学
の
細
菌
研
究
所
今
こ
の
数
千
円
に
比
較
し
て
不
公
平
だ
と
い
う
意
見
も
あ
つ

（
二
四
）

た
が
、
こ
の
整
理
統
合
は
三
十
八
（
一
九
○
五
）
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
の
運
び
と
な
っ
た
（
勅
令
第
八
八
号
）
。
日
本
海
海
戦
の
直
後
に
当

る
六
月
か
ら
、
芝
区
白
金
台
町
一
丁
目
三
九
番
地
（
一
部
白
金
三
光
町
を
含
む
）
に
工
事
を
始
め
、
翌
三
十
九
年
六
月
に
移
転
し
た
。
敷
地
は

一
八
、
六
○
八
坪
あ
り
建
物
は
二
、
九
五
二
坪
あ
っ
た
。

な
お
〈
ゞ
フ
毒
採
取
の
た
め
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
金
久
村
に
置
か
れ
て
い
た
血
清
薬
院
の
出
張
所
は
そ
の
ま
ま
伝
研
に
引
き
継
が
れ
た
。
さ
ら

に
明
治
四
十
年
に
は
、
ま
だ
合
併
前
だ
っ
た
韓
国
に
お
い
て
、
仁
川
港
松
林
里
京
町
四
丁
目
租
界
地
外
一
三
五
号
、
二
三
ハ
号
の
土
地
二
、
○

○
○
坪
を
買
い
上
げ
、
四
十
一
年
七
月
こ
こ
に
痘
苗
を
造
る
出
張
所
を
置
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
伝
研
の
性
格
、
規
模
は
明
治
四
十
年
前
後
に
定
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
コ
ッ
ホ
研
究
所
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ッ
ー
ル
研
究
所
と
並

び
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
内
務
省
か
ら
文
部
省
へ
移
管
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
を
除
い
て
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
予
防
衛
生
研
究
所

（
二
五
）

の
創
立
ま
で
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
あ
っ
た
。

376（4）



科
大
学
を
出
て
い
た
。

血
清
薬
院
、
痘
苗
製
造
所
が
合
併
さ
れ
た
と
き
に
部
長
、
助
手
と
い
う
官
制
上
の
名
称
が
な
く
な
り
、
所
長
一
人
、
技
師
専
任
七
人
、
技
手
専

任
二
三
人
、
書
記
専
任
七
人
、
無
給
技
手
二
○
人
以
内
が
定
員
と
な
っ
た
（
勅
令
第
八
八
号
）
。
血
清
薬
院
の
業
務
は
そ
の
ま
ま
第
四
部
（
部

長
志
賀
技
師
）
に
、
痘
苗
製
造
所
の
は
第
五
部
（
部
長
梅
野
信
吉
技
師
）
に
引
き
継
が
れ
た
。
志
賀
が
第
四
部
長
に
な
る
の
は
、
エ
ー
ル
リ
ッ

（
二
七
）

上
臨
昌
固
彦
島
号
の
も
と
で
血
清
学
、
化
学
療
法
の
研
究
を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
一
月
浅
川
第
三
部
長
が
死
亡

し
た
。
秦
（
三
十
八
年
十
一
月
技
師
発
令
）
が
後
任
に
な
っ
た
が
、
四
十
一
年
四
月
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
た
め
志
賀
が
部
長
代
理
を
務
め
た
。

秦
が
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
も
と
で
サ
ル
バ
ル
サ
ン
発
見
の
偉
業
達
成
に
た
ず
さ
わ
っ
て
帰
国
し
、
第
三
部
長
に
も
ど
っ
た
の
は
四
十
三
年
九
月

（
二
八
）

で
あ
る
。
柴
山
第
二
部
長
は
大
正
二
年
三
月
に
死
亡
し
た
。
そ
の
あ
と
志
賀
が
部
長
の
役
目
を
務
め
た
よ
う
で
あ
る
。

上
述
の
部
長
の
ほ
か
で
技
師
に
な
っ
た
者
は
宮
島
幹
之
助
（
明
治
三
十
八
年
四
月
発
令
）
、
照
内
豊
（
四
十
一
年
四
月
）
、
草
間
滋
（
大
正
二

年
三
月
）
で
あ
る
。
主
要
職
員
は
浅
川
（
高
知
医
学
校
明
治
十
六
年
卒
）
、
秦
（
岡
山
第
三
高
等
学
校
医
学
部
明
治
二
十
八
年
卒
）
、
梅
野
（
東

京
私
立
獣
医
学
校
明
治
十
七
年
卒
）
を
除
い
て
東
京
（
帝
国
）
大
学
出
身
で
あ
っ
た
。
宮
島
は
理
科
大
学
の
出
で
異
色
で
あ
り
、
彼
以
外
は
医

最
初
の
定
員
は
所
長
一
人
勅
任
、
部
長
専
任
三
人
奏
任
、
助
手
専
任
八
人
判
任
、
書
記
専
任
四
人
判
任
、
無
給
助
手
二
○
人
以
内
で
あ
っ
た

（
勅
令
第
九
三
号
）
。
所
長
は
北
里
、
第
一
部
長
は
志
賀
潔
、
第
二
部
長
は
守
屋
伍
造
、
第
三
部
長
は
浅
川
範
彦
、
発
足
初
期
の
助
手
は
柴
山

（
一
一
一
ハ
）

五
郎
作
、
村
田
昇
清
、
寺
島
純
貫
、
田
代
豊
助
、
川
路
三
郎
、
野
口
英
世
で
あ
り
、
秦
佐
八
郎
は
嘱
託
で
あ
っ
た
。
各
部
の
業
務
分
担
、
人
事

を
表
１
に
示
し
た
。
明
治
三
十
四
年
五
月
に
第
一
、
二
部
長
の
志
賀
、
守
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
北
島
多
一
、
柴
山
五
郎
作
と
交
代
し
た
の
は
二
人
が

ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
た
め
で
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
三
月
に
定
員
削
減
が
行
わ
れ
、
技
手
二
三
人
が
一
七
人
に
、
書
記
七
人
が
六
人
に
な
っ
た
（
勅
令
第
三
九
号
）
。
表
２
に
全

三
人
事
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⑭表 1組織

l
l

'1

1

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ

|書記(第六部）
'324(384）
用度，会計，
文書，庶務，
売下げ，その
他

第三部

32．4

第四部

38．4

第五部

38．4

第一部

明治32.4

病原の検索，予防方法
の研究，排泄分泌物類
検査，予防治療剤製造
(38.3まで）

第二部

32．4
｜
置
一
担

設
一
分

’
診療，治療，解剖 講習，予防消

毒治療材料検
査

血清其他予防
治療剤の製造

痘苗の製造

32.4志賀潔 32.4吉沢環32.4守屋伍造部長 32.4浅川範彦

34.5柴|｣I五郎作34.5北島多一

へ

の

ｰ

(36.3～37.1外国出
張のため素が代理部
長）

38.4志賀潔 38.4梅野信吉

40.1.10死去

40.1泰佐八郎

41.4免本官
志賀代理部長

43.9秦佐八郎

45.6依頼免本官

大正2．3．6死去



表2各年年末の職員数

｜｜、’
|｜

’
給｜休職
手|部長|助手

兼任
無
助雇

手
２
３
３
３
３
２

助長

１
１

部

５
３
３
３
３
２

’
１
１
１
１
１
１

23

26

29

25

30

29

’2３
３
３
３
６
７

明治32

33

34

35

36

37

３
３
４
３
３
４

３
３
３
３
３
３

４
８
７
８
８
７

２
２
１
１
２

2 １

1

擬¥|欝認|""i所長技師

休職
給
手

（
ト
）

無
技 人懇｜計

二
十
日
２１雇

|技手
１
４
７
８
１
５
９
３
８

６
６
６
５
６
５
５
６
５

172

198

217

206

219

201

214

227

207

１
４
０
８
８
６
５
４
９

１
３
５
４
５
４
５
６
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
１
１
０
０
０
０
１
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

1明治38

39

40

41

42

43

44

大正元

2

３
９
５
８
５
７
４
６
２

１
１
２
１
２
１
２
２
２

７
９
６
５
４
３
１
３
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
７
６
６
５
６
６
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
７
６
６
６
７
７
７
７

１
１

１
１

1

1

＊傭人は日給の者で，機関手，電工手，火夫，看護婦，巡視，畜丁，工手，給仕，小使などであり，37年以前は不明である
①
卜
⑭



伝
研
で
行
わ
れ
た
研
究
は
、
年
報
の
「
検
索
研
究
」
の
項
目
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
『
細
菌
学
雑
誌
』
な
ど
に
掲
載
可
能
と

な
っ
た
も
の
が
抄
録
さ
れ
た
も
の
で
、
全
部
で
三
一
五
編
に
達
す
る
。
報
告
数
で
は
チ
フ
ス
（
三
二
編
）
、
。
へ
ス
ト
（
二
五
編
）
、
コ
レ
ラ
（
一
二

編
）
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
赤
痢
、
結
核
、
ジ
フ
テ
リ
ア
が
続
い
て
い
る
。
チ
フ
ス
で
は
診
断
、
菌
の
分
離
鑑
別
に
関
す
る
も
の
、
・
へ
ス
ト
で

は
疫
学
、
予
防
接
種
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
他
と
し
て
は
疫
痢
、
破
傷
風
、
癩
、
淋
病
、
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
、
梅
毒
、
天
然
痘
、
狂

犬
病
、
マ
ラ
リ
ア
、
若
虫
病
、
ア
メ
ー
謡
〈
赤
痢
、
獣
疫
な
ど
の
が
あ
る
。
免
疫
の
原
理
、
方
法
お
よ
び
そ
の
応
用
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
濾
過
性
病

毒
（
ウ
イ
ル
ス
）
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
る
が
数
は
多
く
は
な
く
、
全
体
と
し
て
は
病
原
の
同
定
や
衛
生
に
関
す
る
細
菌
学
と
い
え
よ
う
。

（
三
○
’
三
三
）
（
三
二
）

こ
れ
ら
の
な
か
で
目
ぽ
し
い
と
さ
れ
た
業
績
を
次
に
あ
げ
た
。
明
治
四
十
二
年
か
ら
は
故
浅
川
博
士
奨
学
金
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
そ

の
対
象
と
な
っ
た
も
の
も
含
ま
せ
て
あ
る
。

浅
川
の
腸
チ
フ
ス
診
断
液
の
創
製
（
明
治
三
十
三
年
、
ウ
ィ
ダ
ー
ル
反
応
用
の
菌
を
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
し
て
使
い
や
す
く
し
た
）

柴
山
に
よ
る
パ
ラ
チ
フ
ス
の
存
在
の
確
認
（
三
十
七
年
）

北
島
の
ハ
ブ
蛇
毒
の
研
究
お
よ
び
そ
の
血
清
療
法
（
四
十
一
年
）

照
内
、
豊
田
秀
造
の
ク
オ
リ
ン
血
清
反
応
（
四
十
二
’
四
十
三
年
、
梅
毒
診
断
用
沈
降
反
応
の
改
良
）

外
国
留
学
は
上
記
の
三
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
守
屋
は
帰
国
後
復
職
し
て
い
な
い
。
職
員
の
外
国
出
張
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
と
く
に

北
里
は
、
満
州
に
お
け
る
。
へ
ス
ト
流
行
を
機
に
、
清
国
政
府
が
明
治
四
十
四
年
に
奉
天
で
開
催
し
た
万
国
ペ
ス
ト
会
議
で
は
病
理
お
よ
び
細
菌

（
二
九
）

部
の
会
長
を
務
め
た
。

明
治
四
十
一
年
六
ロ

体
の
職
員
数
を
示
し
た
。

四
研
究
年
六
月
北
里
の
客
と
し
て
．

ツ
ホ
が
来
日
し
、
二
ヵ
月
余
滞
在
し
た
。
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小
林
晴
治
郎
の
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
の
研
究
（
四
十
三
’
四
十
四
年
、
肝
吸
虫
の
第
二
中
間
宿
主
が
鯉
科
の
魚
で
あ
る
こ
と
を
証
明
）（
三
四
）

脚
気
に
つ
い
て
は
明
治
三
十
七
年
以
降
に
九
編
の
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
係
す
る
の
か
、
三
十
四
年
十
二
月
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
伝

研
が
癌
腫
、
脚
気
、
梅
毒
を
研
究
す
る
た
め
の
予
算
増
（
六
千
七
百
円
ほ
ど
）
が
提
出
さ
れ
た
。
脚
気
患
者
は
国
立
に
な
っ
た
三
十
二
年
に
す

で
に
少
数
が
入
院
し
て
い
る
が
、
三
十
五
年
に
二
六
名
、
三
十
六
年
に
一
七
名
と
急
増
し
、
三
十
七
年
に
は
零
に
な
っ
た
。
外
来
で
は
三
十
六

（
四
）

年
に
限
っ
て
一
七
名
の
給
費
患
者
を
集
め
た
。
ま
た
看
護
婦
増
も
計
ら
れ
た
。
三
十
七
年
の
研
究
所
一
覧
に
は
「
伝
染
病
ナ
ル
コ
ト
ハ
疑
ナ
キ

ガ
如
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
北
里
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
日
露
戦
争
の
と
き
陸
軍
に
脚
気
が
多
発
し
、
そ
の
た
め
戦
後
に

臨
時
脚
気
病
調
査
会
が
作
ら
れ
、
伝
研
も
研
究
を
分
担
し
た
。
担
当
し
た
志
賀
ら
は
伝
染
病
説
を
裏
づ
け
る
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か

え
っ
て
部
分
的
な
栄
養
飢
餓
で
説
明
で
き
る
実
験
結
果
を
得
た
。
志
賀
ら
は
実
験
的
脚
気
に
糠
が
有
効
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
が
、
有

（
二
七
）

効
成
分
を
抽
出
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
志
賀
ら
の
研
究
が
出
た
と
き
に
北
里
は
、
脚
気
は
元
来
単
一
な
疾
病
で
は
な
い
か
ら
片
寄
っ
た
研

（
三
五
）

究
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
注
意
を
喚
起
し
た
。

血
清
療
法
は
す
で
に
私
立
伝
研
の
と
き
に
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
、
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
国
立
に
な
っ
て
か
ら
は
さ
ら
に
、
腸
チ

フ
ス
、
赤
痢
、
・
へ
ス
ト
、
脳
脊
髄
膜
炎
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
。
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
は
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
。
へ
ス
ト
、
狂
犬
病
、
丹
毒
に
つ
い

て
研
究
が
行
わ
れ
、
シ
、
、
ヘ
ル
ク
リ
ン
に
よ
る
結
核
の
治
療
研
究
も
行
わ
れ
た
。

北
里
自
身
の
報
告
は
二
編
あ
る
。
こ
の
う
ち
結
核
が
五
、
ペ
ス
ト
が
三
編
で
多
い
。
最
後
の
報
告
で
あ
る
明
治
四
十
四
年
の
「
結
核
の
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
に
就
て
」
に
つ
い
て
は
後
で
考
察
す
る
。

こ
れ
ら
の
約
三
百
編
の
報
告
の
う
ち
、
陸
、
海
軍
関
係
者
の
も
の
が
ほ
ぼ
一
割
を
占
め
る
。
明
治
四
十
年
の
栗
田
俊
三
海
軍
大
軍
医
の
報
告

を
最
初
と
し
て
、
そ
の
後
し
だ
い
に
数
が
増
え
、
と
く
に
大
正
二
年
に
は
二
七
の
う
ち
の
九
編
で
、
三
分
の
一
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
伝
研
と

（
一
一
）

陸
海
軍
と
の
関
係
は
私
立
伝
研
時
代
か
ら
で
あ
り
、
軍
医
、
獣
医
が
員
外
助
手
（
無
給
）
と
同
じ
扱
い
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
陸

軍
は
学
術
研
究
の
た
め
委
託
生
規
則
を
作
り
（
明
治
四
十
二
年
三
月
、
陸
達
第
一
二
号
）
、
帝
国
大
学
大
学
院
八
伝
染
病
研
究
所
ま
た
は
医
学
専
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（
三
七
、
三
八
）
（
三
○
、

こ
の
こ
と
と
も
関
連
し
、
ま
た
大
学
と
の
論
争
と
な
っ
た
の
が
明
治
二
十
七
年
か
ら
三
十
二
年
に
わ
た
る
・
へ
ス
ト
病
原
と
三
十
五
年
の
竹
内

三
九
）

菌
の
問
題
で
あ
っ
た
。
・
へ
ス
ト
菌
に
つ
い
て
北
里
は
エ
ル
サ
ン
量
③
×
昌
号
＠
国
日
号
芹
騨
冒
罵
風
呂
の
と
は
違
う
北
里
菌
を
主
張
し
「
二
菌
同

時
二
壱
病
ヲ
醸
ス
ベ
キ
理
由
ナ
キ
ガ
故
二
其
執
ヵ
真
正
ノ
原
因
タ
ラ
ザ
ル
・
ヘ
カ
ラ
ズ
」
と
い
い
、
ま
た
長
谷
川
衛
生
局
長
は
北
里
に
動
か
さ
れ

（
四
○
）

た
の
か
、
北
里
菌
も
．
へ
ス
ト
菌
と
し
て
検
疫
の
対
象
と
す
べ
き
だ
と
し
た
。
し
か
し
、
結
局
北
里
が
誤
り
を
認
め
て
決
着
し
た
。
北
里
が
香
港

か
ら
直
接
コ
ッ
ホ
ヘ
送
っ
た
菌
は
エ
ル
サ
ン
の
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
・
へ
ス
ト
の
病
原
と
主
張
し
た
の
は
培
養
に
混
入
し
て

い
た
別
の
菌
で
あ
っ
た
。
竹
内
菌
論
争
は
、
竹
内
某
か
ら
分
離
さ
れ
た
菌
は
コ
ッ
ホ
の
コ
レ
ラ
菌
で
あ
る
と
い
う
伝
研
側
と
、
違
う
と
い
う
大

学
側
の
衝
突
で
あ
っ
た
。
伝
研
と
大
学
の
こ
の
意
見
の
相
違
は
使
用
し
た
抗
血
清
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
、
大
学
側
に
参
加
し
た
駒
込
病
院
の

二
木
謙
三
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
つ
の
病
気
が
異
っ
た
菌
で
も
起
る
こ
と
を
知
っ
た
二
木
は
、
翌
三
十
六
年
志
賀
赤
痢
菌
と
は
違
う

（
四
一
）

駒
込
Ａ
、
Ｂ
菌
を
発
見
し
た
。
竹
内
菌
問
題
は
わ
が
国
に
お
け
る
コ
レ
ラ
菌
の
菌
型
分
類
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
伝
研
で
は
大
正
二
年
の
年
報

に
壁
島
為
造
海
軍
大
軍
医
が
コ
レ
ラ
菌
の
生
物
学
的
性
状
に
関
す
る
七
編
の
報
告
を
出
し
た
。

中
の
陸
軍
一

出
て
い
る
。

純
然
た
る
研
究
の
ほ
か
。
ヘ
ス
↑

る
の
も
伝
研
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

平
沢
ふ
さ
嘱
託
は
年
報
に
で
る
唯
一
の
女
性
で
あ
る
。
女
子
医
学
研
修
所
、
東
京
医
学
校
を
出
て
医
師
免
状
を
と
り
、
伝
研
の
講
習
を
受
け

た
。
結
核
に
関
す
る
報
告
二
編
を
明
治
四
十
一
年
に
出
し
た
。

純
然
た
る
研
究
の
ほ
か
。
へ
ス
ト
や
コ
レ
ラ
な
ど
を
疑
わ
れ
る
患
者
に
つ
い
て
細
菌
学
的
な
検
索
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
内
務
大
臣
に
報
告
す

（
一
ニ
ー
ハ
）

門
学
校
研
究
科
に
衛
生
部
士
官
を
衛
生
部
士
官
学
生
と
い
う
名
称
で
入
学
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
の
軍
医
、
獣
医
の
な
か
に
、
北
里
一
門
が
去
っ
て
か
ら
の
伝
研
の
製
造
部
門
を
支
え
た
人
た
ち
が
い
る
。
西
沢
行
蔵
と
八
木
沢
正
雄

は
東
京
帝
大
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
陸
軍
一
等
軍
医
で
、
二
人
の
報
告
は
明
治
四
十
二
’
四
十
五
年
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
城
井
尚
義
は
休
職

中
の
陸
軍
一
等
獣
医
で
あ
っ
た
が
、
四
十
年
五
月
か
ら
四
十
三
年
四
月
ま
で
第
四
部
の
嘱
託
に
な
っ
て
お
り
、
四
十
一
’
四
十
三
年
に
報
告
が
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北
里
が
争
っ
た
大
学
の
相
手
は
最
初
緒
方
正
規
教
授
だ
っ
た
。
北
里
と
緒
方
は
旧
友
で
、
し
か
も
北
里
が
緒
方
か
ら
細
菌
学
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
と
い
う
間
柄
で
あ
り
、
ま
た
緒
方
が
学
究
肌
で
北
里
と
違
う
人
柄
で
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
争
い
は
根
深
く
な
く
、
激
し
い
論
争
の
一

方
で
情
の
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
世
間
は
し
だ
い
に
学
問
を
離
れ
て
北
里
と
青
山
胤
通
教
授
と
を
対
比
し
、
二
人
が
医
学
界
の
主

導
権
を
争
う
か
の
よ
う
に
扱
っ
た
。
そ
れ
は
青
山
が
明
治
三
十
四
年
九
月
に
医
科
大
学
長
と
な
っ
て
全
国
官
立
医
学
校
の
頂
点
に
立
っ
た
た
め

（
四
二
）

で
あ
る
。
北
里
自
身
も
後
の
伝
研
移
管
を
青
山
の
策
謀
に
よ
る
伝
研
乗
っ
取
り
と
考
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

患
者
の
治
療
は
北
里
の
唱
え
た
総
合
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
病
室
を
開
く
こ
と
が
私
立
伝
研
が
芝
公
園
か
ら
愛
宕
町
に
引
っ
越
し
た

動
機
で
あ
っ
た
。
病
室
は
明
治
二
十
七
年
二
月
に
開
か
れ
た
。
当
時
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
六
種
伝
染
病
官
レ
ラ
、
発
疹
チ
フ
ス
、
腸
チ
フ

（
四
三
）

ス
、
赤
痢
、
痘
瘡
（
天
然
痘
）
、
ジ
フ
テ
リ
ア
〕
は
東
京
市
の
い
わ
ゆ
る
避
病
院
に
収
容
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
私
立
伝
研
は
腸
チ
フ
ス
、

（
一
）

赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
は
収
容
す
る
が
、
コ
レ
ラ
、
発
疹
チ
フ
ス
、
天
然
痘
の
患
者
は
収
容
し
な
い
こ
と
と
し
、
こ
の
方
針
は
内
務
省
所
管
時
代

赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ
一

も
変
ら
な
か
っ
た
。

鎖
し
、
外
来
患
者
の
み
を
診
察
し
た
。

愛
宕
町
の
外
来
で
は
病
気
の
種
類
を
限
定
し
て
い
た
。
六
年
間
に
四
六
○
名
（
自
費
三
○
一
、
給
費
一
五
九
名
）
を
診
療
し
、
そ
の
内
訳
は

犬
咬
傷
三
七
四
、
癩
六
八
、
脚
気
一
七
、
梅
毒
一
名
で
あ
っ
た
。
癩
患
者
は
全
員
私
立
伝
研
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
ジ

フ
テ
リ
ア
予
防
の
た
め
血
清
の
注
射
を
行
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
に
は
韓
国
の
中
学
生
や
在
韓
国
ロ
シ
ア
公
使
が
来
て
犬
咬
傷
の
治
療
を
受
け

た
。
白
金
台
で
は
病
気
の
種
類
を
限
定
せ
ず
、
計
八
、
三
○
九
名
（
大
正
二
年
ま
で
、
自
費
五
、
二
七
七
、
給
費
三
、
○
三
二
名
）
を
診
療
し
た
。

入
院
患
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
愛
宕
町
で
三
、
○
六
二
名
（
三
○
九
名
が
給
費
）
、
白
金
台
で
二
、
四
六
二
名
（
大
正
二
年
末
ま
で
、
う
ち
三
○
五

診
療
は
解
剖
ま
で
を
含
め
て
第
二
部
の
担
当
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
四
月
か
ら
翌
年
八
月
室
で
は
白
金
台
へ
の
移
転
の
た
め
病
室
を
閉

五
診
療

（11）383



表3入院患者

’愛宕町 白金台＊

入院死亡（率）

合 三L
口I

院
閉
鉦
躯
２
“
５
弘
諏
師
詑
記
哩
１
昭
過
哩
認

入
２
２
１

２

死亡（率）

260(11.4）

44(19.0）

19(10.4）

0（0）

2（4．5）

1(20.0）

10(18.5）

19(51.4）

32(56.1）

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

5(38.5）

0（0）

1（7．1）

14(26.4）

院
蛎
沌
万
帖
胆
ｕ
鯛
的
師
灼
鎚
鎚
如
妬
詔
証
拠

入
β
５
２
２
１
１
１
２

３

死亡（率）

412(12.4)

94(16.3）

31(11.2）

1（0．5）

7（6．3）

6（5．4）

17(16.5）

38(42.7）

48(55.2）

2（2．5）

0（0）

0（0）

O(0)

13(37.1）

2（6.1）

1（3．2）

54(18.4）

ジブテリア

腸チフス

赤痢

梅毒

丹毒

猩紅熱

脚気

肺結核

破傷風

腸胃カタル

流行性感冒

咽喉カタル

十二指腸虫

肺炎

肋膜炎

気管支カタル

その他

1,032

345

95

204

68

106

49

52

30

43

43

56

39

22

20

17

241

152(14.7）

50(14.5)

12(12.6）

1（0.5）

5（7.4）

5（4.7）

7(14.3）

19(36.5）

16(53.3）

2（4．7）

0（0）

0（0）

0（0）

8(36.4）

2(10.0）

0（0）

40(16.6）

合計 |3,062407(13.3)|2,462319(13.0)|5,524726(13.1)

＊大E二年末まで

名
が
給
費
）
を
収
容
し
た
。
入
院
患
者
の
う
ち
数
の

多
い
病
気
を
順
に
な
ら
べ
る
と
、
表
３
に
示
す
よ
う

に
ジ
フ
テ
リ
ア
が
圧
倒
的
に
多
く
入
院
患
者
の
六
割

を
占
め
た
。
死
亡
率
の
高
か
っ
た
の
は
破
傷
風
、
肺

結
核
、
肺
炎
で
あ
る
。

前
記
の
数
字
を
見
る
と
給
費
患
者
が
か
な
り
多
い

が
、
こ
れ
は
研
究
所
が
と
く
に
必
要
と
認
め
た
も
の

で
、
治
療
を
受
け
る
の
を
任
意
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
ず
ぶ
そ
の
場
合
は
給
費
を
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

医
療
に
関
し
て
の
新
し
い
試
み
と
し
て
看
護
婦
を

養
成
し
た
（
明
治
三
十
三
年
十
二
月
一
日
内
務
大
臣

認
可
）
。
「
伝
染
病
患
者
看
護
ノ
事
ダ
ル
特
殊
ノ
素
養

ヲ
要
シ
本
所
二
於
テ
親
シ
ク
其
養
成
ヲ
謀
ル
ニ
ア
ラ

サ
レ
ハ
到
底
満
足
ノ
モ
ノ
ヲ
得
難
キ
｝
言
リ
」
と
そ

の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
養
成
規
定
が
定
め
ら

れ
て
い
た
。
定
員
は
一
○
名
、
修
業
年
限
は
二
年
で

あ
っ
た
。
卒
業
後
満
一
ヵ
年
の
勤
務
を
条
件
と
し
て

手
当
金
が
支
給
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
半
期
ご
と
の
小
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試
問
の
成
績
で
増
減
さ
れ
、
卒
業
後
の
一
年
を
完
全
に
勤
め
な
い
場
合
に
は
返
納
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
一
期
生
と
し
て
三
十
四
年

二
月
、
五
名
の
な
か
か
ら
三
名
を
選
び
、
三
十
六
年
二
月
に
卒
業
さ
せ
た
。
三
十
八
年
十
二
月
に
は
養
成
規
定
を
改
正
し
、
修
業
年
限
を
二
年

こ
の
看
護
婦
養
成
は
伝
染
病
研
究
の
講
習
に
比
べ
る
と
順
調
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。
明
治
三
十
五
年
に
は
募
集
せ
ず
、
三
十
六
年
に
は
脚
気

患
者
の
収
容
の
た
め
看
護
婦
不
足
が
見
込
ま
れ
る
の
に
、
養
成
規
定
に
合
う
見
習
生
が
得
ら
れ
ず
、
看
護
婦
を
補
助
す
る
た
め
の
看
護
婦
介
補

明
治
三
十
八
年
以
降
は
看
護
婦
の
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
の
傭
人
で
、
日
給
で
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
看
護
婦
長
心
得
一

人
の
ほ
か
、
看
護
婦
、
同
介
補
（
三
十
八
年
の
承
）
、
見
習
生
で
合
計
七
’
一
八
名
で
あ
っ
た
。

解
剖
も
行
っ
た
。
こ
れ
は
「
死
体
解
剖
〈
自
今
伝
染
病
研
究
所
及
永
楽
病
院
二
於
テ
モ
可
聞
届
二
付
右
望
ノ
者
〈
両
所
ノ
中
へ
願
出
ツ
ヘ

シ
」
と
い
う
内
務
省
告
示
第
六
十
号
（
明
治
三
十
二
年
五
月
二
十
二
日
）
に
よ
る
。
三
十
二
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
に
七
一
体
を
解
剖
し
た
。

そ
の
う
ち
多
い
の
が
結
核
一
七
、
脚
気
一
二
、
恐
水
病
二
、
赤
痢
八
、
腸
チ
フ
ス
五
体
で
あ
っ
た
。
な
お
診
療
規
定
に
よ
り
、
剖
検
を
行
っ

た
給
費
患
者
に
は
三
円
以
下
、
自
費
患
者
に
は
五
円
以
下
の
埋
葬
料
を
出
し
た
。

（
四
）

愛
宕
町
の
病
室
は
西
洋
形
木
造
二
階
屋
（
八
五
坪
）
と
平
家
（
二
○
七
坪
）
の
そ
れ
ぞ
れ
一
棟
か
ら
な
り
病
床
総
数
は
七
五
で
あ
っ
た
。
白

金
台
に
は
三
十
九
年
の
時
点
で
第
一
（
木
造
平
家
、
建
坪
二
○
坪
、
一
五
床
）
、
第
二
（
木
造
平
家
、
建
坪
二
○
坪
、
二
五
床
）
の
病
室

二
月
、
五
名
の
な
か
か
告

か
ら
三
年
に
延
長
し
た
。

を
五
名
採
用
し
た
。

二
十
八
年
に
は
北
里
が
こ
こ
で
コ
レ

（
四
三
）

務
監
督
（
十
月
ま
で
）
に
な
っ
た
。

（
五
）

が
あ
っ
た
。

伝
研
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
広
尾
病
院
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
に
東
京
府
常
備
避
病
院
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

十
八
年
に
ば
北
里
が
こ
こ
で
コ
レ
ラ
治
療
血
清
を
患
者
に
試
用
し
た
し
、
三
十
二
年
七
月
の
コ
レ
ラ
発
生
の
際
の
臨
時
開
院
に
は
北
里
が
医
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講
習
は
三
ヵ
月
を
一
期
と
し
た
。
移
転
の
年
に
あ
た
る
明
治
三
十
八
年
が
一
回
だ
け
だ
っ
た
の
を
除
い
て
、
四
十
一
年
ま
で
は
毎
年
三
回
、

そ
れ
以
後
は
二
回
開
催
し
た
。
講
習
料
は
二
○
円
だ
っ
た
。
第
三
部
が
担
当
し
、
浅
川
、
そ
の
死
後
は
秦
が
責
任
者
で
あ
っ
た
。
一
五
年
半
に

と
に
な
っ
た
。

伝
染
病
研
究
方
法
に
つ
い
て
の
講
習
は
、
も
と
も
と
私
立
伝
研
が
明
治
二
十
七
年
三
月
か
ら
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
は
医
術
開
業
免
状

所
有
者
に
限
ら
れ
研
究
生
と
呼
ん
だ
。
二
十
八
年
三
月
の
議
会
で
国
庫
補
助
が
さ
ら
に
三
年
延
長
さ
れ
た
と
き
に
、
選
抜
研
究
生
を
置
く
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
北
海
道
長
官
、
府
県
知
事
に
よ
り
選
抜
さ
れ
た
公
私
立
病
院
の
医
師
あ
る
い
は
開
業
医
に
伝
研
の
講
習
を
受
け
さ
せ
よ

（
四
五
）
（
五
）

う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
措
置
も
あ
っ
て
研
究
生
は
増
加
し
、
私
立
伝
研
時
代
に
四
五
○
名
が
受
講
し
た
。

内
務
省
所
管
に
な
っ
て
か
ら
は
医
術
開
業
免
状
、
獣
医
免
状
の
所
有
者
が
講
習
規
定
に
定
め
ら
れ
た
対
象
者
と
な
り
、
講
習
生
と
呼
ば
れ

た
。
官
庁
か
ら
の
派
遣
者
は
適
宜
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
に
き
て
い
た
軍
医
も
随
時
受
講
し
て
い
た
ら
し
く
、
す
で
に
第
一
年
度
に

四
名
の
海
軍
大
軍
医
の
氏
名
が
別
扱
い
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
七
月
二
十
一
日
に
規
定
が
改
定
さ
れ
、
歯
科
医
師
も
受
講
で
き
る
こ

糞
便
、
尿
、
略
疾
、
膿
、
血
液
な
ど
に
つ
い
て
、
菌
の
有
無
、
種
類
を
検
鏡
、
培
養
あ
る
い
は
動
物
を
用
い
て
試
験
す
る
の
を
有
料
で
引
き

受
け
た
。
第
一
部
が
担
当
し
明
治
三
十
二
年
か
ら
大
正
二
年
末
ま
で
に
二
、
三
六
○
検
体
（
う
ち
陽
性
八
七
一
）
を
調
べ
た
。
こ
の
う
ち
で
多

い
の
が
血
液
一
、
六
六
四
（
陽
性
六
二
）
、
略
疾
三
一
四
（
一
四
三
）
、
糞
便
二
七
（
二
八
）
で
あ
っ
た
。

血
液
検
査
は
明
治
四
十
三
年
ま
で
は
年
平
均
二
件
位
だ
っ
た
が
、
四
十
四
年
か
ら
は
五
百
件
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
サ
ル
。
ハ
ル

（
四
四
）

サ
ン
の
使
用
に
と
も
な
い
、
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
検
査
を
希
望
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
件
の
検
査
料
は
三
円
で
あ
っ
た
。

七
講
習

六
検
査

（14） 386



わ
た
る
内
務
省
時
代
に
一
、
六
三
八
名

ぽ
し
た
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
と
く
〆

講
習
歴
が
考
慮
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

講
習
の
た
め
愛
宕
町
で
は
最
初
、
同
番
地
の
民
家
（
一
八
三
坪
）
を
借
り
入
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
三
年
九
月
に
二
階
建
一
○
二
坪
の
講

習
室
を
新
営
し
た
。
白
金
台
に
は
木
造
二
階
建
、
建
坪
九
三
坪
の
も
の
が
あ
り
、
階
上
が
実
習
室
（
七
○
名
用
）
、
階
下
に
講
堂
な
ど
が
あ
っ

（
五
）

Ｆ
－
Ｏ

、
〆

愛
宕
町
時
代
に
製
造
し
て
い
た
の
は
、
旧
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
同
（
獣
体
診
断
用
）
、
破
傷
風
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
コ
レ
ラ
、
丹
毒
の
治
療

液
で
あ
る
（
表
４
）
。
丹
毒
治
療
液
は
丹
毒
患
者
か
ら
分
離
し
た
連
鎖
球
菌
か
ら
造
っ
た
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
「
治
療
液
」
は
抗

血
清
で
、
明
治
三
十
八
年
六
月
の
規
定
に
よ
っ
て
「
血
清
」
と
改
称
さ
れ
た
。
破
傷
風
血
清
は
三
十
年
十
月
か
ら
三
十
六
年
八
月
ま
で
に
七
四

（
四
）

名
に
試
用
さ
れ
、
公
売
が
希
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
三
十
五
年
六
月
か
ら
血
清
薬
院
で
製
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

免
疫
用
の
大
動
物
は
、
当
時
は
ま
だ
郊
外
で
あ
っ
た
白
金
の
支
所
で
飼
育
さ
れ
た
。
三
十
二
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
の
各
年
末
に
飼
育
さ
れ

て
い
た
動
物
は
馬
一
三
’
一
八
、
山
羊
三
’
一
四
、
緬
羊
一
’
一
二
、
鱸
馬
零
’
一
、
牛
零
’
八
頭
で
あ
っ
た
。
こ
の
支
所
は
三
施
設
が
合
併

（
四
六
）

こ
れ
ら
の
研
究
生
、
講
習
生
は
職
員
と
と
も
に
同
窓
会
を
作
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
四
月
の
第
一
回
大
会
以
後
、
毎
春
定
期
的
に
大
会
が
開

か
れ
、
学
術
講
演
、
教
育
講
演
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

て
い
た
動
物
は
馬
一
三
、

さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
分
与
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
伝
研
講
習
生
、
元
私
立
伝
研
研
究
生
に
限
っ
て
有
償
で
分
与
し
、
そ
の
使
用
成
績
を
報
告
さ

せ
た
。
こ
の
よ
う
に
分
与
先
を
研
究
生
に
限
っ
た
こ
と
が
講
習
の
魅
力
を
高
め
た
。
な
お
官
庁
、
官
公
私
立
の
医
学
校
お
よ
び
病
院
な
ど
か
ら

八
製

淫
狸

、
六
三
八
名
が
受
講
し
た
。
こ
の
講
習
が
わ
が
国
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
啓
蒙
、
細
菌
学
の
普
及
、
衛
生
行
政
に
お
ょ

た
。
と
く
に
伝
染
病
対
策
に
関
わ
っ
た
地
方
技
術
官
で
こ
の
講
習
を
受
け
な
か
っ
た
者
は
な
く
、
そ
の
採
用
に
こ
の
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表4愛宕下時代の予防治療液分与

明治321ヨョ’341ヨ§｜，6年 37

旧ツベルクリン

同獣体診断用

破傷風治療液

腸チフス治療液

赤痢治療液

コレラ治療液

丹毒治療液

６
９
７
３
７
３
７

６
６
０
３
３
１
４

１
２
１
１

114

1，304

163

296

472

1

127

６
１
９
６
４
０
１

０
１
５
７
４
９

２
５
２
３
７

６
４
４
５
８
１
１

３
５
０
７
１
２
１

２
７
２
４
９
４
２

576169

2，5961，328

(血清薬院へ）

405323

1，168920

228109

1591149

分
瓦
頭
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶’

規定改正による名称変更

明治38年6月腸チフス治療液一腸チフス血清

赤痢治療液→赤痢血清（第二号）
コレラ治療液→.‘レラ血清

大正8年8月丹毒治療液→丹毒連鎖球菌ワクチン

の
請
求
に
対
し
て
は
規
定
を
準
用
し
て
分
与
し
た
。

明
治
三
十
八
年
に
血
清
薬
院
お
よ
び
痘
苗
製
造
所
が
合
併
さ
れ
る
と
、
痘
苗
血
清
売

捌
規
則
（
同
年
六
月
十
三
日
、
内
務
省
令
第
一
六
号
）
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
痘
苗
、
破
傷
風
血
清
、
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
ほ
か
、
腸
チ
フ
ス
、

赤
痢
、
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
、
ハ
ブ
蛇
毒
、
連
鎖
球
菌
な
ど
に
対
す
る
血
清
、
丹
毒
治
療

液
を
売
り
下
げ
た
。
さ
ら
に
予
防
液
交
付
規
定
が
あ
り
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
コ
レ
ラ
、

、
へ
ス
ト
予
防
液
（
ワ
ク
チ
ン
）
を
売
り
さ
ば
い
た
（
表
５
，
６
）
。
大
正
二
年
十
二
月

八
日
予
防
液
交
付
規
定
を
改
正
し
狂
犬
病
予
防
剤
を
加
え
た
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
製
造
品
目
の
な
か
で
毎
年
大
量
の
需
要
が
あ
っ

た
の
は
痘
苗
と
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
の

間
、
熊
本
県
宇
土
町
に
臨
時
出
張
し
て
痘
苗
を
造
り
、
流
行
に
そ
な
え
た
。
三
十
八
’

四
十
二
年
は
ペ
ス
ト
の
流
行
し
た
年
で
あ
る
。
四
十
四
年
二
、
三
月
に
異
常
に
大
量
の

ペ
ス
ト
関
係
の
製
品
が
東
京
に
出
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
三
十
九
年

に
破
傷
風
血
清
の
出
荷
が
減
少
し
た
の
は
日
露
戦
争
の
終
結
に
よ
る
。
ま
た
伝
研
は
量

と
し
て
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
海
外
に
も
輸
出
し
た
。

明
治
四
十
年
十
一
月
、
韓
国
の
仁
川
に
二
三
七
坪
の
建
物
を
新
設
し
て
常
設
の
出
張

所
と
し
た
。
韓
国
で
は
牛
の
値
段
が
安
か
っ
た
の
で
、
す
で
に
内
務
省
痘
苗
製
造
所
の

（
四
七
）

時
代
か
ら
韓
国
の
小
牛
を
使
っ
て
痘
苗
を
造
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
痘
苗

（
四
八
）

の
原
料
で
あ
る
粗
苗
を
造
り
、
東
京
に
運
ん
で
精
製
し
た
。
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表5白金台時代の売りさばき個数

|明浩381＄9‘0‘】4’4ヨ“’45．大正元｜，年

痘苗＊

破傷風一号

二号

乾燥

ジフテリア－号

二号

三号

乾燥

ツベルクリン＊＊

腸チフス血清

赤痢血清一号

二号

コレラ血清

ペスト血清

ハプ血清

連鎖球菌血清

丹毒治療液

腸チフス予防液

赤痢予防液

コレラ予防液

ペスト予防液

1,722,625

959

2，077

117

10，980

26，983

11，776

158

1，267

1，130

1，410

3，364

139

1，807

133

66

281

1

141

996,2514,289,192

1，1851，084

863980

129125

13，42716，571

34，31044，616

29，95438，504

354、352

362700

2，9061，680

2，0581，635

3，5293，775

1，291’322

1，5762，014

24229

346750

1，1382，049

41104

467306

193122

1，97078

1,000,411

690

720

122

12，705

32，071

26，690

269

248

2，484

2，064

4，088

93

2，101

52

263

816

15

786

786,634

904

1，039

28

16，589

47，985

41，470

383

1,006

2，872

1，667

2，966

‐488

2，427

211

1，149

2，684

986

189

42

134

805,426

1，089

1，430

48

19，178

54，886

48，118

391

1，125

4，569

3，487

3，360

988

267

323

2，009

3，799

1，479

245

47

258

839,024

1，249

1，633

42

20，570

58，227

51，638

368

1，682

3，329

3，424

2，748

522

2，184

399

2，459

4，618

609

1，269

48

8，476

847,949

1，251

1，872

5

21，224

59，747

57，509

140

1，425

4，117

7，820

6，766

1，079

179

429

3，267

5，283

668

4，444

154

883

具
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶
瓶

６
０
５
３
０
３
９
４
９
５
３
６
８
２
２
９
５
０
１
９
８

８
７
３
１
５
０
７
９
４
２
６
２
１
６
４
７
６
１
８
６
６

９
２
９
３
８
６
１
２
０
５
６
２
６
４
５
８
６
０
１
２

１
１
Ｊ

０
１
１
ｚ
ａ
ａ
Ｌ
ａ
６
６
４
ａ
２
ａ

４
２
６
６

９

（
ト
『
）

1,066 737

＊痘苗1具は5人分．

**39,59入り，獣体診断用があったが，明治38年6月20日以降はすべて39に統一した
の
⑭
の



表6白金台時代の売りさばき高（円） つ
つ
め

’｢明治381391‘01‘』’4， 44145．大正元 243年

26,60823，71223,89923，62722,71028,637 115，010痘 苗

破傷風一号一

二号

乾燥一

戸司rｰ戸再

0人，00／ 28,765

6,1905，577 5,9513，640 4，9814，2913,279 4，0476,613

ジフテリア－号一

二号

三号

乾燥一

ツベルクリン

腸チフス血清

赤痢血清一号一

二号一

コレラ血清

ペスト血清

ハプ血清

連鎖球菌血清

丹毒治療液

腸チフス予防液

赤痢予防液

コレラ予防液

ペスト予防液

160,138142,840134,430110，223 126,925103,04373,194 80,45157,050

３
６
３
７
４
０
，
，

３
４

６
５
０
３
９
５
９
９

３
５

4，632

4，484

５
６
７
２
７
９
？
，

２
３

９
５
７
８
０
２
，
，

３
６

９
２
１
３
９
３
９
１

１
２

２
０
９
１
６
４
夕
３

７
５
０
９
０
９
７
９

１
３

１
１
２
５
９
６Ｌ （

四
『
）13,53614,8386，0977，1186,409 5，2746，3335,803 7，143

９
６
５
７
７
６
１
９
２

９
９
１
８
７
１
８
６
６

５
８
３
３
２
６
０
１
４

１

３
，
夕
９

１
２
５
２
３

１

2,974

506

257

8,863

4,760

673

4，444

154

1，691

1，460

6，466

269

6,700

4，170

611

1，269

48

8，499

３
５
２
０
８
３
５
７
８

３
９
０
９
３
８
４
４
７

８
７
２
４
４
４
２
３

２
ａ
ａ
Ｌ

７941

5，760

192

2，081

1，866

114

306

122

138

1，398

7，100

168

3，145

2，438

975

189

43

191

４
０
１
２
４
５
６

６
２
４
３
４
１
８

２
１
１
７
７
７

＃
６

3，602

4，552

65

967

1，040

41

467

194

1，987

１
４
９
７
５
１
１

７
５
８
８
８
４

３
１
１
２
１

１
３

庁ハ｢＝

/0｡2,532

208,6'01'2',10.|'40,78,’164,1951186,926137,3861244,523130,3551126,048三I今
回I



明
治
三
十
七
年
五
’
十
一
月
合
衆
国
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
万
国
博
覧
会
へ
血
清
薬
院
、
痘
苗
製
造
所
と
と
も
に
予
防
お
よ
び
治
療
液
、
毒
素
、

細
菌
学
的
諸
標
本
お
よ
び
模
型
を
出
し
て
、
三
所
共
同
出
品
の
協
賛
人
の
北
里
所
長
に
最
高
賞
、
北
島
部
長
に
金
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

表
７
か
ら
、
伝
研
の
歳
入
に
お
け
る
製
品
売
り
さ
ば
き
代
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
で
は
売
り
さ
ば
き
代
は
治
療
液
代
と
し

て
患
者
収
入
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
が
、
明
治
三
十
五
、
三
十
六
年
に
は
診
療
代
を
上
回
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
は
血
清
薬
院
、
痘
苗
製
造
所
を

合
併
す
る
以
前
で
あ
る
の
で
、
三
十
八
年
以
降
で
は
、
需
要
の
多
い
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
、
痘
苗
の
代
金
に
よ
っ
て
（
表
５
）
、
製
造
収
入
が
診

（
四
九
）

療
代
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
内
務
省
時
代
の
末
期
の
大
正
二
年
だ
け
は
全
支
出
を
上
回
る
自
己
収
入
が
あ
っ
た
。二七

）

痘
苗
お
よ
び
血
清
そ
の
他
の
細
菌
学
的
予
防
治
療
品
の
製
造
は
、
明
治
三
十
六
年
の
内
務
省
令
第
五
号
で
取
り
締
ら
れ
て
い
た
。
血
清
が
国

家
検
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
伝
研
移
管
後
の
大
正
四
年
で
あ
る
。
こ
の
時
検
定
を
担
当
す
る
の
が
文
部
省
の
伝
研
で
あ
っ
た
た
め
に
、

当
時
世
間
か
ら
民
業
に
対
す
る
圧
迫
、
直
接
的
に
は
新
生
の
北
里
研
究
所
へ
の
圧
迫
だ
と
非
難
さ
れ
た
。
し
か
し
検
定
制
度
は
も
と
も
と
北
里

が
伝
研
所
長
と
し
て
建
議
し
た
も
の
だ
っ
た
。
明
治
四
十
年
に
私
立
の
大
阪
血
清
薬
院
が
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
の
製
造
販
売
を
出
願
し
た
が
、
内

（
五
○
）

務
省
は
、
検
定
制
度
を
確
立
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
許
可
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
北
里
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
を
不
許
可
に
し
た
。
そ
の

（
五
一
）

た
め
大
阪
血
清
薬
院
が
最
初
認
可
を
受
け
た
の
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
丹
毒
治
療
液
、
赤
痢
血
清
な
ど
で
あ
り
、
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
を
販
売
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
検
定
制
度
が
で
き
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

伝
研
は
血
清
薬
院
、
痘
苗
製
造
所
を
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
最
大
の
予
防
治
療
剤
の
製
造
所
と
な
っ
た
。
後
に
大
正
三
年
第
一

次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
が
と
だ
え
て
医
薬
品
が
不
足
す
る
が
、
細
菌
学
的
製
剤
だ
け
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
か

（
五
二
）

っ
た
。
こ
れ
は
伝
研
の
貢
献
で
あ
っ
た
。

（
五
三
）

伝
研
が
は
じ
め
て
整
理
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
一
二
十
五
年
に
奥
田
義
人
が
整
理
案
を
作
っ
た
と
き
と
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
の
奥
田

九
文
部
省
へ
の
移
管

QQ1
uジム （19）



“
の
③

表7歳出入決算（円）

歳入（調停額）

’

（
Ｃ
函
）1’

’２
３
４
５
６

３
３
３
３
３

|’

明治37年12月内務大臣訓令（第782号）により年報の提出時期が変り，このとき以後年報に歳出入決算が記載されなくなった

会計年度

明治(年）

経常部

官業および官有財産収入

患者収入

倉暑|§箸 農議|鳶習器

｜雑収入
検査

雑収入

|臨時部’|総計 ｜臨時部経常部

俸給お
よび諸
給

研究費 その他

総計

０
６
７
９
５

７
８
０
１
９

１
１

２
０
６
８
１

９
０
０
０
１

１
１
１
１

２
８
０
４
２

０
９
０
０
７

１

１
１
１

７
４
７
１
２

８
８
１
７
４

７
１
６
５
３

タ
ブ
ー
，
７

２
４
２
４
３

１
１
１
１
１

11，489

11，064

11，586

12，107

12，439

19,122

20，642

21，463

28，155

28，190

２
０
８
９
９

６
２
１
８
１

１
３
５
４
５

７
７
１
１
＄

８
８
７
７
７

0

13，689

0

3，795

2，048

３
５
７
６
６

７
１
６
４
９

７
７
５
５
１

，
９
，
，
９

８
３
０
１
０

３
５
４
５
５



（
五
四
）

案
に
は
、
水
産
講
習
所
、
商
船
学
校
の
管
理
を
文
部
省
に
移
す
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
伝
研
の
名
は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
第
二
次
西

園
寺
内
閣
（
明
治
四
十
四
年
八
月
ｌ
大
正
元
年
十
二
月
）
の
と
き
に
臨
時
制
度
整
理
局
が
置
か
れ
て
行
政
整
理
が
検
討
さ
れ
、
伝
研
も
対
象
と

（
五
五
）
（
二
二
）

な
っ
た
。
北
里
が
原
敬
内
務
大
臣
に
陳
情
し
、
そ
れ
を
と
り
や
め
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
は
こ
の
と
き
だ
ろ
う
。
第
一
次
山
本
内
閣
（
大
正
二

年
二
月
’
三
年
四
月
）
は
西
園
寺
内
閣
の
行
政
整
理
案
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
内
閣
の
文
部
大
臣
が
奥
田
だ
っ

（
五
七
）

山
川
健
次
郎
東
京
帝
国
大
学
総
長
が
大
正
八
年
に
話
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
正
三
年
に
（
山
川
は
五
、
六
月
と
い
っ
た
よ
う
だ
が
、
奥

田
の
文
部
大
臣
は
三
月
六
日
ま
で
）
、
山
川
は
奥
田
か
ら
伝
研
引
き
受
け
を
打
診
さ
れ
た
。
自
分
で
は
引
き
受
け
て
も
よ
い
と
考
え
た
が
製
造

に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
青
山
医
科
大
学
長
の
意
見
を
聞
き
「
ソ
レ
ハ
結
構
ナ
リ
、
其
場
合
一
ス
引
キ
受
ク
ベ
シ
」
と
い
う
即
答
を
得
た
の
で

引
き
受
け
可
能
と
回
答
を
し
た
。
し
か
し
山
本
内
閣
は
ま
も
な
く
倒
れ
て
実
施
に
な
ら
な
か
っ
た
。
次
の
大
隈
内
閣
に
な
っ
て
、
一
木
喜
徳
郎

（
五
八
’
六
○
）
（
一
二
）

文
部
大
臣
が
伝
研
移
管
案
を
十
月
初
め
の
閣
議
に
出
し
て
決
定
に
な
っ
た
と
い
う
。
北
里
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
五
日
ま
で
な
ん
の
話
も
な
か

（
五
六
）

た
。

（
一
ハ
ー
）

十
月
九
日
の
閣
議
は
伝
研
を
と
り
あ
え
ず
文
部
省
直
轄
に
す
る
と
い
う
法
制
局
案
を
承
認
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
評
議
会
は
十
月
十
三
日
、

伝
研
、
水
産
講
習
所
（
一
部
の
業
務
を
除
く
）
、
東
京
高
等
蚕
糸
学
校
を
四
年
度
か
ら
帝
国
大
学
特
別
会
計
に
入
れ
る
こ
と
を
異
議
な
く
可
決

し
た
。
こ
の
評
議
会
に
は
医
科
大
学
か
ら
は
青
山
だ
け
が
出
て
い
た
。
伝
研
に
つ
い
て
は
ま
ず
三
年
度
に
文
部
省
所
管
と
す
る
こ
と
、
組
織
は

だ
い
た
い
そ
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
、
収
入
を
も
っ
て
支
出
に
あ
て
、
そ
の
た
め
に
大
学
へ
の
政
府
支
出
金
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
、
衛
生
行
政

上
の
事
項
は
直
接
内
務
大
臣
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
。
同
日
政
府
は
勅
令
第
二
二
一
号
（
官
報
は
十
四
日
）
を
出
し
伝
研
を
内
務
省
か

ら
文
部
省
に
移
管
し
た
。
一
木
文
部
大
臣
は
十
一
月
十
七
日
大
学
の
評
議
会
に
出
席
し
伝
研
移
管
問
題
を
報
告
し
た
あ
と
、
水
産
講
習
所
、
東

京
高
等
蚕
糸
学
校
の
件
は
取
り
消
し
た
い
と
了
承
を
求
め
た
。
医
科
大
学
教
授
会
は
十
一
月
三
十
日
に
な
っ
て
は
じ
め
て
伝
研
関
連
事
項
を
議

題
と
し
、
伝
研
に
入
る
講
習
料
の
取
り
扱
い
の
検
討
を
始
め
た
。

っ
た
。
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㈲
国
有
化
に
つ
い
て

創
設
の
時
か
ら
伝
研
に
深
く
関
係
し
た
の
は
、
長
與
專
斎
、
福
沢
諭
吉
、
長
谷
川
泰
、
後
藤
新
平
で
あ
る
。

長
與
は
北
里
在
独
中
に
は
私
立
の
研
究
所
を
作
っ
て
大
学
と
競
争
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
北
里
帰
国
の
頃
に
は
国
立
に
す
べ
き
だ
と
い
う
考

（
九
、
六
五
）

え
に
変
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
発
足
を
急
い
で
福
沢
ら
の
援
助
を
求
め
、
私
立
と
し
て
研
究
所
を
出
発
さ
せ
た
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
に
よ
る
結

核
の
治
療
は
最
初
お
お
い
に
期
待
さ
れ
、
研
究
所
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
が
、
北
里
の
帰
国
の
頃
に
は
不
評
に
な
っ
て
い
た
。
北
里
は
養
生
園

（
一
ハ
ー
ー
）

文
部
省
所
管
と
な
っ
た
研
究
所
で
は
、
山
川
総
長
の
は
か
ら
い
で
文
部
次
官
の
福
原
鐙
次
郎
が
所
長
事
務
代
理
に
な
っ
た
。
こ
の
人
事
は
最

（
｛
ハ
ー
ニ
）

初
、
衛
生
行
政
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
円
滑
な
事
務
処
理
を
す
る
た
め
と
説
明
さ
れ
た
が
、
後
に
は
北
里
時
代
末
期
の
経
理
上
の
不
当
を
整
理

（
六
四
）

す
る
た
め
と
さ
れ
た
。
大
正
四
年
一
月
か
ら
青
山
が
所
長
に
な
っ
た
。
五
年
四
月
東
京
帝
国
大
学
に
附
置
さ
れ
、
林
春
雄
が
所
長
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
大
学
の
附
置
研
究
所
と
し
て
は
わ
が
国
で
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。

血
清
の
製
造
が
北
里
一
門
の
よ
う
に
で
き
る
か
否
か
が
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
．
人
ノ
ー
木
、
山
川
、
青
山
ノ
間

（
五
八
）

題
」
で
は
な
く
、
「
帝
国
大
学
ノ
名
誉
」
に
関
わ
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
森
鴎
外
日
記
の
「
夜
青
山
胤
通
来
て
伝
染
病
研
究
所
の
事
を

（
六
○
）

話
し
依
嘱
す
る
所
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
伝
研
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
評
議
会
の
翌
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
山
が
、
製
造
経
験
者
を
陸
軍
か
ら

伝
研
に
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う
森
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
青
山
も
製
造
に
は
不
安
を
持
ち
、
一
時
は
あ
る
妥
協
案
に
気
持
が
動
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
総
長
、
青
山
お
よ
び
林
春
雄
、
長
與
又
郎
の
両
医
科
大
学
教
授
の
協
議
に
お
い
て
、
林
、
長
與
の
強
い
主
張
が
通
っ
て
製
造
も

（
五
八
）

大
学
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
け
つ
き
よ
く
伝
研
は
陸
軍
関
係
の
軍
医
、
獣
医
に
よ
っ
て
製
造
問
題
を
乗
り
切
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
こ
の

（
五
三
）

移
管
を
「
行
政
整
理
文
政
統
ご
と
説
明
し
た
。
北
里
お
よ
び
一
門
は
、
文
部
省
管
轄
下
に
入
る
こ
と
は
そ
の
所
信
に
反
す
る
と
し
て
総
辞
職

し
、
北
里
研
究
所
を
設
立
し
た
。

一
○
考
察
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で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
用
い
て
結
核
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
に
は
国
家
補
助
は
な
か
っ
た
。
国
家
補
助
を
受
け
た
伝
研
で
好
評
を
博
し

た
の
が
ジ
フ
テ
リ
ア
の
血
清
療
法
だ
っ
た
。
血
清
の
製
造
は
後
藤
衛
生
局
長
の
と
き
に
国
家
事
業
と
な
り
、
血
清
薬
院
が
創
設
さ
れ
た
。
伝
研

（
一
ハ
ー
ハ
）

自
体
は
次
の
長
谷
川
衛
生
局
長
の
と
き
に
国
立
に
な
っ
た
。
長
與
が
こ
れ
に
反
対
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
国
家
へ
の
伝
研
寄
付
を
め
ぐ

（
六
七
）

っ
て
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
内
部
に
賛
否
の
意
見
が
あ
っ
た
と
き
に
、
長
與
が
踏
濤
逵
巡
し
た
こ
と
を
さ
す
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
経
過
の
な
か
で
、
国
有
化
に
つ
い
て
の
北
里
自
身
の
当
時
の
考
え
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
私
立
伝
研
の
開
所
の
と
き
に
は
、
北
里

（
六
八
）

は
長
與
と
連
名
で
「
国
費
ヲ
以
テ
完
全
ナ
ル
設
備
ノ
整
う
二
至
ル
マ
テ
暫
ク
其
端
ヲ
此
二
啓
カ
ン
コ
ト
ヲ
希
上
」
と
挨
拶
状
に
書
い
て
い
る
。

（
一
二
、
六
九
）

北
里
が
国
有
化
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
文
部
省
へ
の
移
管
の
後
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
は
国
家
事
業
に
な
っ
て
し
ま

い
、
年
間
一
万
五
千
円
だ
け
の
国
庫
補
助
で
は
研
究
が
進
捗
し
な
い
。
血
清
を
国
家
事
業
に
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
産
み
だ
す
研
究
所
も
国

家
的
の
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。
こ
れ
に
自
分
が
同
意
し
な
け
れ
ば
、
国
家
を
思
わ
な
い
利
己
主
義
だ
と
攻
撃
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
福
沢
も
「
政
府
が
君
に
一
任
す
る
と
ゆ
う
の
だ
か
ら
よ
い
だ
ろ
う
、
政
府
の
す
る
こ
と
が
す
べ
て
わ
る
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
い

う
意
見
だ
っ
た
の
で
国
有
化
に
踏
桑
切
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
と
き
福
沢
は
伝
研
の
将
来
に
不
安
を
持
ち
「
若
し
後
年
に
於
て
北
里
を
免
職
し
て
別
の
者
が
や
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
知
ら

ん
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
う
す
る
」
と
後
藤
に
話
し
た
。
後
藤
は
「
頗
る
愚
か
な
る
こ
と
を
言
ふ
も
の
か
な
ｌ
我
が
国
家
を
信
ず

る
こ
と
何
ぞ
斯
く
の
如
く
薄
き
も
の
で
あ
ら
う
か
、
所
謂
民
権
中
毒
で
あ
ろ
う
か
」
と
思
い
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
あ
る
ま
い
、
国
立

（
七
○
）

と
な
っ
て
お
お
い
に
発
達
す
る
だ
ろ
う
と
答
え
た
。
あ
と
で
こ
の
話
を
長
與
に
し
た
と
こ
ろ
、
長
與
も
後
藤
と
同
じ
考
え
だ
と
い
っ
た
。

政
府
が
私
立
伝
研
に
は
じ
め
て
補
助
を
出
し
た
と
き
の
命
令
書
に
は
、
「
伝
染
病
研
究
の
事
業
は
総
て
医
学
博
士
北
里
柴
三
郎
の
指
揮
に
任

（
六
九
）
（
七
一
）

ず
べ
し
」
と
明
記
し
て
あ
っ
た
。
研
究
所
の
国
有
化
の
と
き
に
も
、
北
里
一
任
の
「
言
質
を
と
っ
た
」
と
か
、
「
明
示
さ
れ
た
」
と
か
書
か
れ

て
い
る
が
、
長
谷
川
あ
た
り
の
口
約
束
で
あ
ろ
う
。
官
制
に
は
「
所
長
一
人
勅
任
」
と
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
後
の
伝
研
移
管
の
と
き
に
一
木
文

部
大
臣
は
「
官
立
に
な
っ
た
時
点
で
伝
研
の
性
格
は
ま
っ
た
く
変
っ
た
の
で
あ
る
。
国
家
が
一
個
人
の
た
め
に
研
究
所
を
作
る
こ
と
は
あ
り
え
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一
方
、
大
学
側
は
伝
研
の
国
有
化
に
反
発
し
、
医
術
開
業
試
験
を
内
務
省
か
ら
文
部
省
に
移
管
す
べ
し
と
主
張
し
て
衛
生
局
を
困
ら
せ
、
長

（
七
四
）

谷
川
の
局
長
辞
任
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

北
里
は
国
立
の
研
究
所
に
あ
っ
て
も
「
独
立
で
や
っ
て
居
り
ま
し
た
」
と
い
う
意
識
だ
っ
た
。
北
里
に
と
っ
て
の
伝
研
は
「
辛
苦
経
営
し
て

（
一
二
、
六
九
）

建
て
た
所
の
研
究
所
Ⅱ
我
城
」
で
あ
り
、
国
庫
に
負
担
を
与
え
る
こ
と
の
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら
み
る
と
、
伝
研
の
国
有
化
は
私
立
伝
研
に
よ
る
国
庫
補
助
の
獲
得
、
国
立
血
清
薬
院
の
創
設
に
続
く
延
長
線
上
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
長
與
、
後
藤
、
長
谷
川
ら
内
務
省
関
係
者
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
北
里
自
身
も
自
分
の
抱
負
を
実
現
さ
せ

る
の
に
国
有
化
が
有
利
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
私
立
大
阪
血
清
薬
院
を
設
立
し
、
ま
た
大
阪
帝
国
大
学
創
設
の
基
盤
を
作
る
佐
田

愛
彦
は
「
北
里
博
士
が
そ
の
（
国
立
伝
研
の
）
の
所
長
に
就
任
し
て
得
意
満
面
で
あ
っ
た
の
を
見
て
、
博
士
の
た
め
に
頗
る
痛
嘆
し
、
こ
れ
を

以
て
博
士
及
び
そ
の
事
業
の
一
大
失
敗
な
り
と
断
じ
、
そ
の
前
途
は
必
ら
ず
永
続
せ
ざ
る
べ
き
を
予
言
」
し
、
北
里
の
と
る
べ
き
道
は
私
立
の

（
七
二
）

財
団
法
人
と
し
て
研
究
所
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
伝
研
移
管
の
後
に
な
っ
て
「
福
沢
先
生
の
主
義
を
守
り
て
、

独
立
自
営
で
や
っ
て
来
た
な
ら
ば
、
今
日
は
純
然
た
る
独
立
の
学
府
が
出
来
て
、
い
か
に
官
権
を
以
て
覆
さ
う
と
す
る
と
も
、
ど
う
す
る
こ
と

（
七
三
）

も
出
来
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。
し
か
し
北
里
が
関
係
し
た
も
の
の
な
か
で
も
っ
と
も
収
益
の
あ
が
る
の
は
ジ
フ

テ
リ
ア
血
清
だ
っ
た
の
で
（
表
６
）
、
こ
の
製
造
を
国
立
血
清
薬
院
の
業
務
に
し
た
以
上
、
研
究
所
の
独
立
自
営
の
基
盤
は
弱
く
な
っ
て
い
た

（
四
九
）

な
い
」
と
主
張
し
た
。

と
考
え
ら
れ
る
。

口
内
務
省
と
の
関
係

北
里
の
伝
記
に
よ
る
と
、
大
学
を
卒
業
し
て
内
務
省
に
入
る
と
き
「
医
学
の
政
治
、
国
を
医
す
る
衛
生
事
務
、
是
こ
そ
吾
が
素
志
に
近
い
も
の

（
二
八
）

で
あ
る
と
先
生
は
吾
が
膝
を
叩
い
た
」
と
い
う
。
し
か
し
北
里
は
す
で
に
医
学
部
在
学
中
に
内
務
省
の
官
費
生
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
履
歴
書
で
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（
七
五
）

も
卒
業
前
か
ら
内
務
省
の
雇
に
な
っ
て
い
る
。
北
里
は
留
学
中
に
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
が
、
帰
国
後
大
学
へ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
お

そ
ら
く
、
研
究
か
ら
診
療
ま
で
、
人
事
、
予
算
に
つ
い
て
ほ
か
か
ら
の
い
っ
さ
い
の
干
渉
を
受
け
な
い
と
い
う
北
里
の
条
件
が
、
そ
の
後
ま
も
な

く
発
足
す
る
講
座
制
の
枠
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
北
里
は
帰
国
後
一
年
も
た
た
な
い
う

ち
に
大
学
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
因
は
文
部
省
、
大
学
が
北
里
の
ド
イ
ツ
留
学
延
長
を
援
助
し
な
か
っ
た
こ
と
、
北
里
が
緒
方
正

規
教
授
の
脚
気
菌
の
仕
事
を
批
判
し
た
こ
と
が
大
学
側
の
反
発
を
招
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
北
里
が
あ
ま
り
に

尊
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
学
側
が
北
里
の
世
界
的
業
績
を
嫉
視
し
た
こ
と
が
絡
ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
た
。
ま
た
北
里
支
援
者
が
新
し
い
ド
イ

ツ
医
学
を
正
規
に
学
ん
で
い
な
い
人
た
ち
で
、
内
務
省
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が
、
北
里
対
大
学
の
対
立
を
よ
り
複
雑
な
も
の
に
し
た
。

（
七
六
）

北
里
は
帰
国
直
後
「
伝
染
病
研
究
所
設
立
の
必
要
」
を
唱
え
た
が
、
こ
れ
に
は
審
事
機
関
と
し
て
必
要
だ
と
い
う
発
想
は
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
。
「
整
然
た
る
学
理
上
の
順
序
」
を
ふ
ん
で
伝
染
病
の
「
原
因
を
検
索
し
其
予
防
治
療
法
を
講
究
す
る
こ
と
」
が
目
的
で
あ
っ
た
。
長
與
の

（
九
）

「
伝
染
病
研
究
所
創
立
始
末
」
で
も
同
じ
で
あ
る
。
長
谷
川
も
議
会
で
文
部
省
の
伝
染
病
研
究
室
設
置
案
を
潰
し
、
私
立
伝
研
へ
補
助
費
を
出

（
一
○
）

す
よ
う
建
議
し
た
が
、
伝
染
病
研
究
の
必
要
性
は
文
部
省
委
員
が
述
べ
た
通
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
必
要
理
由
か
ら
文
部
省

と
対
決
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
長
谷
川
ら
の
案
で
は
、
文
部
省
の
研
究
所
に
入
り
「
業
務
ヲ
取
ル
コ
ト
ハ
到
底
出
来
不
申
否
ナ
小
生
ノ
好
マ

（
一
○
）

ザ
ル
所
二
候
」
と
い
う
北
里
の
決
心
が
中
心
に
置
か
れ
て
お
り
、
北
里
が
行
か
な
い
以
上
大
学
側
に
は
人
材
が
い
な
い
こ
と
が
、
長
谷
川
ら
が

議
会
で
勝
っ
た
決
定
的
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
建
議
案
を
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
長
谷
川
ら
は
内
務
省
の
後
藤
衛
生
局
長
と
組
ん
で
い
た
。

（
六
五
）

そ
の
た
め
、
こ
の
補
助
費
を
議
会
で
承
認
さ
せ
た
の
は
「
衛
生
局
派
の
大
勝
利
」
で
あ
り
、
「
（
文
部
省
の
）
北
里
冷
遇
に
対
す
る
内
務
省
の
シ

こ
う
し
て
私
立
伝
研
に
補
助
費
が
出
る
が
、
こ
の
段
階
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「
国
家
衛
生
法
の
審
事
機
関
」
と
な
る
こ
と
が
、
研
究
と
同
じ

重
采
を
も
っ
て
伝
研
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
伝
研
の
活
動
内
容
を
大
学
の
か
ら
離
し
て
、
内
務
省
側
に
引
き
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
後
藤
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
後
藤
は
後
に
「
伝
染
病
研
究
所
〈
、
防
疫
二
関
ス
ル
立
法
上
行
政
上
ノ
資
料
ヲ
提
供
ス
ル
重
要
機
関
ナ
リ
」

そ
の
た
め
、

シ
・
へ
返
し
」

（
一
ハ
，
七
）

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
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、

白
研
究
に
つ
い
て

伝
研
が
国
立
に
な
っ
た
時
期
（
明
治
三
十
二
年
、
一
八
九
九
年
）
に
細
菌
学
は
新
し
い
時
代
に
入
っ
て
い
た
。
三
十
年
の
志
賀
の
赤
痢
菌
発

見
は
病
原
細
菌
狩
り
と
し
て
は
全
盛
期
の
終
り
に
近
く
、
ほ
ぼ
こ
の
頃
か
ら
西
欧
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
始
め
た
。
ま
た
血
清
反
応
、
ア

レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
新
し
い
発
見
が
続
い
た
。

北
里
も
「
伝
染
病
学
は
、
今
や
一
大
障
壁
に
衝
突
し
て
、
寸
前
尺
歩
も
困
難
に
な
れ
り
、
顧
れ
ば
二
十
年
の
昔
は
発
見
に
次
ぐ
発
見
を
以
て

そ
の
後
の
伝
研
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
純
然
た
る
研
究
と
衛
生
行
政
へ
の
関
与
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
の
比
重
を
も
つ
か
が
問

題
に
な
っ
た
。
比
重
の
置
き
か
た
で
評
価
と
対
応
が
非
常
に
違
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
大
正
三
年
政
府
は
伝
研
を
内
務
省
か
ら
文
部
省
へ

（
七
七
）

移
管
す
る
に
あ
た
っ
て
、
伝
研
は
「
初
ヨ
リ
主
ト
シ
テ
伝
染
病
一
一
関
ス
ル
学
理
ヲ
研
究
」
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
反
対
者
は

（
五
三
）

「
衛
生
局
が
衛
生
の
方
針
を
立
て
る
の
に
伝
研
の
研
究
の
結
果
が
必
要
」
だ
と
主
張
し
、
な
か
に
は
、
伝
研
は
研
究
の
た
め
で
は
な
く
、
衛
生

行
政
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
極
論
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
昭
和
二
十
二
年
に
東
京
帝
国
大
学
か
ら
厚
生
省
へ
の
伝
研
移
管
が
問
題
に
な

（
二
五
）

り
、
伝
研
を
折
半
し
て
予
防
衛
生
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
と
き
に
も
同
じ
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。

深
め
て
い
っ
た
。

（
一
八
）

と
定
義
し
て
い
る
。
北
里
自
身
も
明
治
四
十
四
年
、
伝
研
が
行
政
整
理
の
対
象
と
な
っ
た
と
き
に
は
「
伝
染
病
研
究
所
ハ
医
事
衛
生
事
務
殊
二

（
一
一
一
一
）

伝
染
病
予
防
事
務
二
関
ス
ル
審
事
機
関
ト
シ
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
文
部
省
の
管
轄
に
移
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

国
立
に
な
る
と
き
、
官
制
公
布
に
関
す
る
西
郷
従
道
内
務
大
臣
の
稟
議
（
三
月
十
五
日
づ
け
で
山
県
有
朋
総
理
大
臣
宛
）
に
は
「
該
研
究
所

の
事
業
は
開
所
以
来
着
々
其
効
を
奏
し
今
や
漸
次
発
達
の
道
途
に
在
り
将
来
益
食
其
発
達
を
助
長
し
伝
染
病
其
他
に
対
す
る
審
事
機
関
に
供
す

る
為
め
三
十
二
年
度
よ
り
国
立
と
為
す
の
必
要
を
認
め
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
公
布
さ
れ
た
勅
令
で
は
、
内
務
大
臣
の
管
理
下
に
入
る

こ
と
は
決
め
ら
れ
た
が
、
審
事
機
関
の
文
字
が
省
か
れ
た
。
所
長
と
し
て
在
職
中
に
北
里
は
内
務
省
衛
生
局
を
完
全
に
牛
耳
る
ま
で
に
関
係
を
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（
七
八
）

し
、
追
手
に
帆
を
挙
ぐ
る
感
あ
り
し
が
、
今
や
即
ち
然
ら
ず
」
と
言
い
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
四
十
二
年
に
、
ほ
ぼ
一
七
年
ぶ
り
に
欧
州
を
訪

れ
た
と
き
の
感
想
で
、
こ
の
時
点
で
は
北
里
自
身
も
、
血
清
療
法
と
し
て
確
実
に
有
効
な
の
は
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
北
里
が
血
清
療
法
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
期
待
を
寄
せ
た
の
は
化
学
療
法
だ
っ
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や
実
験
腫
瘍
の
研
究
は
た
だ
ち
に

ヒ
ト
の
研
究
に
役
立
つ
と
は
思
は
ず
、
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
な
ん
の
感
想
も
残
し
て
い
な
い
。

明
治
三
十
四
年
志
賀
は
コ
ッ
ホ
一
門
と
は
別
の
道
を
歩
ん
で
い
た
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
と
こ
ろ
に
留
学
し
た
。
履
歴
書
で
は
「
血
清
製
造
事

（
七
九
）

務
ノ
調
査
ヲ
命
」
ぜ
ら
れ
て
留
学
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
伝
研
が
新
し
い
道
を
探
る
た
め
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
と
き
志

賀
は
化
学
療
法
の
端
緒
と
な
る
ト
リ
パ
ン
ロ
ー
ト
の
発
見
に
関
与
す
る
が
、
志
賀
に
は
当
時
そ
の
発
見
の
本
当
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
か
つ

（
二
七
）

た
と
い
う
。
つ
い
で
秦
も
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
も
と
で
化
学
療
法
を
学
び
サ
ル
叢
ハ
ル
サ
ン
の
発
見
に
貢
献
し
た
。
た
し
か
に
秦
の
帰
国
に
よ
っ

て
、
伝
研
は
サ
ル
鵠
ハ
ル
サ
ン
療
法
の
わ
が
国
に
お
け
る
中
心
に
な
っ
た
が
、
志
賀
、
秦
に
よ
り
導
入
が
期
待
さ
れ
た
新
し
い
領
域
は
伝
研
に
根

づ
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
色
素
療
法
に
つ
い
て
は
三
十
八
年
か
ら
、
サ
ル
華
ハ
ル
サ
ン
療
法
に
つ
い
て
は
四
十
四
年
か
ら
報
告
が
年
報
に

出
て
い
る
が
、
本
格
的
な
研
究
と
い
う
よ
り
も
試
用
報
告
あ
る
い
は
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
と
の
関
係
を
記
載
し
た
も
の
だ
っ
た
。
化
学
療
法
の

研
究
は
化
学
工
業
の
水
準
に
依
存
す
る
か
ら
、
当
時
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ゥ
イ
ル
ス
学
、
ア
レ
ル
ギ
ー
学

な
ど
の
新
し
い
領
域
で
の
芽
ば
え
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

北
里
一
門
か
ら
文
部
省
に
引
き
継
が
れ
て
か
ら
の
最
初
の
伝
研
年
報
の
冒
頭
に
「
実
験
生
物
学
的
研
究
に
要
す
る
設
備
は
伝
染
病
研
究
に
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
之
を
設
く
る
の
緊
要
あ
り
（
現
今
は
全
く
之
を
欠
く
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
北
里
研
究
所
も
そ
の
発
足
に

（
八
○
）

あ
た
っ
て
、
「
学
術
の
進
歩
に
伴
い
新
た
る
領
域
を
拓
か
ん
」
と
し
て
、
伝
染
病
の
文
字
を
所
名
に
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
内
務
省
伝
研
時

代
の
状
態
に
対
す
る
批
判
あ
る
い
は
反
省
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
立
伝
研
時
代
の
北
里
は
困
難
に
う
ち
か
っ
て
学
問
上
の
業
績
を
あ
げ
た
ほ
か
、
血
清
療
法
の
開
始
、
講
習
の
開
催
、
専
門
雑
誌
の
発
行
な

ど
に
よ
っ
て
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
志
賀
の
赤
痢
菌
発
見
は
大
き
な
業
績
で
あ
っ
た
。
北
里
は
大
学
卒
業
後
わ
ず
か
一
年
ほ
ど
の
志
賀
の
名
前
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容
と
著
し
く
異
る
も
の
だ
っ
た
。

北
里
の
報
告
が
の
っ
て
い
る
筐

を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
こ
の
業
績
に
北
里
の
名
前
を
つ
け
な
か
っ
た
。

国
立
伝
研
の
活
動
を
全
体
と
し
て
象
る
と
、
私
立
伝
研
時
代
の
も
の
の
踏
襲
と
い
う
色
彩
が
強
い
。
学
問
上
で
も
多
く
の
業
績
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
後
の
細
菌
学
者
は
当
時
の
わ
が
国
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
遠
藤
滋
の
チ
フ
ス
菌
分
離
培
地
の
案
出
（
明
治
三
十
六
年
）
だ
け
を

（
八
一
）

あ
げ
て
い
る
。
遠
藤
は
北
里
の
門
下
で
あ
っ
た
が
養
生
園
の
医
員
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
北
里
・
へ
ス
ト
菌
の
主
張
が
崩
壊
す
る
一
方
で
、
ペ
ス
ト

伝
播
に
お
け
る
ノ
ミ
の
役
割
を
証
明
す
る
緒
方
の
業
績
が
出
た
こ
と
、
ま
た
、
竹
内
菌
に
関
す
る
論
争
の
な
か
か
ら
二
木
謙
三
の
駒
込
菌
の
仕

事
が
出
た
こ
と
な
ど
は
、
北
里
お
よ
び
そ
の
一
門
が
持
っ
て
い
た
独
占
的
な
優
位
性
を
揺
が
す
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
て
以
来
の
北
里
の
影
響
力
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
国
立
伝
研
の
所
長
と
な
れ
ば
、
も
ろ
も
ろ
の
問
題
に
及

ぼ
す
そ
の
影
響
は
私
立
時
代
と
は
当
然
違
う
は
ず
で
あ
っ
た
。
す
で
に
私
立
伝
研
時
代
か
ら
治
療
に
関
す
る
北
里
の
仕
事
に
は
効
果
判
定
に
疑

（
八
二
）

問
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
有
効
と
判
定
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
コ
レ
ラ
の
血
清
療
法
を
有
効
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
国
立
伝
研

と
養
生
園
に
ま
た
が
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
に
よ
る
結
核
の
治
療
で
あ
る
。

（
八
三
）

結
核
治
療
の
研
究
は
北
里
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
執
念
を
持
ち
続
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
資
料
と
し
た
年
報
に
も
、
明
治
四
十
四
年
の
検

索
研
究
の
項
の
第
一
頁
に
北
里
の
「
結
核
の
ッ
。
ヘ
ル
ク
リ
ン
療
法
に
就
て
」
が
あ
り
、
無
蛋
白
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
が
と
く
に
優
秀
で
あ
る
こ
と
、

一
三
四
名
に
実
験
し
て
治
癒
と
認
め
た
も
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
軽
快
し
た
も
の
五
○
。
〈
－
セ
ン
ト
、
無
効
一
○
・
〈
－
セ
ン
ト
と
書
か
れ
て
い

（
八
四
）

る
。
同
じ
内
容
の
講
演
は
四
十
五
年
四
月
の
伝
研
同
窓
会
の
席
上
で
も
行
わ
れ
た
。
同
じ
頃
衆
議
院
に
結
核
病
予
防
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
項
目
の
一
つ
に
「
政
府
は
伝
染
病
研
究
所
に
於
て
結
核
治
療
剤
を
製
造
せ
し
め
つ
つ
あ
り
や
又
無
蛋
白
シ
、
ヘ
ル
ク
リ
ン
に
関
し

て
如
何
な
る
研
究
応
用
を
為
せ
る
か
、
又
該
品
応
用
上
の
成
績
は
如
何
に
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
「
伝
染
病
研

（
八
五
）

究
所
は
結
核
治
療
に
関
す
る
研
究
を
怠
ら
さ
る
も
未
だ
其
成
績
を
公
表
す
る
に
至
ら
す
」
と
な
っ
て
お
り
、
北
里
の
な
か
ば
内
輪
で
の
発
表
内

っ
て
、
い
る
年
報
の
欄
外
に
は
志
賀
、
北
島
、
秦
、
宮
島
、
梅
野
、
草
間
が
捺
印
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
技
師
た
ち
は
北

（28） 400



里
の
成
績
を
納
得
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
現
在
の
時
点
で
読
む
と
非
常
に
驚
か
さ
れ
る
北
里
の
報
告
で
あ
る
。
後
に
北
里
研
究
所
所
長
だ
っ

た
高
野
六
郎
は
「
当
時
シ
・
ヘ
ル
ク
リ
ン
一
点
張
り
の
結
核
専
門
病
院
（
養
生
園
を
さ
す
）
が
、
北
里
の
注
射
針
の
も
と
に
大
に
繁
昌
し
た
の
も

（
八
三
）

不
思
議
な
事
実
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

北
里
は
明
治
四
十
二
年
の
訪
欧
の
視
察
談
と
し
て
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
か
ら
結
核
菌
製
剤
の
有
効
性
の
検
定
の
難
し
さ
を
聞
い
た
こ
と
を
話
し

て
い
る
。
こ
の
問
題
は
そ
の
ま
ま
わ
が
国
で
も
問
題
に
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
北
里
は
、
一
時
不
評
で
あ
っ
た
シ
、
、
ヘ
ル
ク
リ
ン
療

（
七
八
）

法
が
復
活
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
話
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
療
法
の
一
推
進
者
の
立
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
学
側
に
は
ツ
ベ
ル
ク

（
八
六
）

リ
ン
は
無
効
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
う
し
た
意
見
の
対
立
が
学
問
の
発
達
に
役
立
つ
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
わ
が
国

で
は
派
閥
的
な
論
争
の
形
へ
ゆ
が
め
ら
れ
る
き
ら
い
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
北
里
の
置
か
れ
た
国
立
伝
研
の
所
長
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
賛
否
両
論
の
あ
る
細
菌
学
的
製
剤
に
対
し
て
、
学
問
的
評
価
方
法
の
確
立
に
努
め
、
そ
れ
に
基
づ
く
行
政
的
対
応
を
考
え
る
方
向
へ
行
く

べ
き
だ
っ
た
。
北
里
が
行
っ
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
が
組
織
と
し
て
伝
研
、
お
よ
び
そ
の
後
の
細
菌
学
界
、
と
く
に
製
剤
の
効
果
判
定
問
題
に

及
ぼ
し
た
影
響
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
わ
が
国
独
特
の
精
神
的
風
土
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
移
管
に
つ
い
て

（
六
○
）

移
管
に
つ
い
て
は
安
芸
の
綿
密
な
論
考
が
あ
り
、
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
少
な
い
。
青
山
医
科
大
学
長
に
よ
る
「
伝
研
の
乗
っ
取
り
」

「
北
里
の
追
い
出
し
」
と
い
う
説
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
支
持
す
る
証
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
青
山
は
「
ソ
レ
（
移
管
）
ハ
結
構
ナ
リ
」

と
い
っ
て
も
、
北
里
お
よ
び
一
門
の
総
辞
職
は
考
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
推
測
す
る
の
は
、
伝
研
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
評
議
会
の
翌

晩
に
森
鴎
外
に
援
助
を
頼
む
よ
う
で
は
、
あ
ま
り
に
も
用
意
が
な
さ
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
青
山
策
謀
説
は
「
大
学
ノ
青
山
ガ
大
隅

（
四
二
）

ヲ
動
カ
セ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
北
里
の
言
葉
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
移
管
の
契
機
は
日
清
、
日
露
戦
争
後
の
財
政
問
題
か
ら
き
た
行
政
整
理

で
あ
り
、
政
府
の
発
議
を
大
学
評
議
会
が
受
け
入
れ
た
と
い
う
の
が
大
筋
で
あ
る
。
移
管
の
責
任
者
で
あ
っ
た
一
木
文
相
は
か
つ
て
大
学
で
教
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謝
辞

北
里
研
究
所
、
駒
込
病
院
お
よ
び
藤
野
恒
三
郎
、
添
川
正
夫
、
神
山
昭
典
の
諸
博
士
か
ら
は
貴
重
な
資
料
を
頂
戴
し
た
。
東
京
大
学
史
史
料
室
、
東
京
大
学
医

学
部
お
よ
び
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
の
山
田
猛
氏
に
は
資
料
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

伝
研
は
内
務
省
所
管
時
代
に
血
清
薬
院
と
痘
苗
製
造
所
を
合
併
し
、
世
界
で
も
屈
指
の
規
模
の
研
究
所
と
な
っ
た
。
内
務
省
時
代
は
一
五
年

半
に
わ
た
っ
た
。
伝
研
は
研
究
面
で
わ
が
国
の
中
心
的
役
割
を
果
し
た
だ
け
で
な
く
、
細
菌
学
的
製
剤
の
製
造
で
は
、
ほ
と
ん
ど
独
占
的
な
地

位
を
占
め
た
。
講
習
を
定
期
的
に
開
い
て
、
医
師
や
衛
生
技
師
を
教
育
し
、
細
菌
学
や
衛
生
思
想
の
普
及
に
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
審
事
機
関
と

し
て
は
た
ら
き
、
衛
生
行
政
に
定
着
し
た
。
当
時
は
伝
染
病
が
重
要
な
疾
患
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
伝
染
病
研
究
所
は
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と

い
え
る
。

授
、
評
議
員
で
あ
り
、
ま
た
内
務
次
官
も
経
験
し
て
い
た
の
で
、
大
学
、
伝
研
の
状
況
は
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
文
部
省
へ
の
移
管

（
四
二
）

が
決
ま
っ
た
と
き
に
、
北
里
か
ら
相
談
を
受
け
た
後
藤
は
「
文
部
省
へ
行
ケ
」
と
い
っ
て
北
里
の
反
発
を
か
つ
た
。
こ
の
頃
の
後
藤
は
、
わ
が

国
の
衛
生
行
政
機
構
が
伝
研
を
直
轄
と
し
て
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
に
成
熟
し
て
き
た
と
桑
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
献

へ戸、／ヘヘノヘヘ

フ言三区。三三二

､_／、_ノ、_ノ、_ノ、_ノ己

『
伝
染
病
研
究
所
一
覧
」
明
治
二
十
八
年
。

『
伝
染
病
研
究
所
一
覧
』
明
治
三
十
一
年
。

『
伝
染
病
研
究
所
一
覧
』
明
治
三
十
二
年
。

「
伝
染
病
研
究
所
、
血
清
薬
院
、
痘
苗
製
造
所
一
覧
」
『
細
菌
学
雑
誌
」
一
○
一
号
、
三
○
’
四
七
頁
、
明
治
三
十
七
年
。

「
伝
染
病
研
究
所
一
覧
」
『
細
菌
学
雑
誌
』
一
三
三
号
、
一
’
一
九
頁
、
明
治
三
十
九
年
。

宮
島
幹
之
助
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
三
十
九
年
。
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（
ご
藤
野
恒
三
郎
『
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
』
近
代
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
九
年
。

（
○
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
２
、
第
一
回
議
会
（
下
）
、
明
治
二
十
三
年
』
五
七
九
、
六
九
九
’
七
○
○
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和

（
ご
長
與
専
斎
「
伝
染
病
研
究
所
創
立
始
末
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
二
四
号
、
一
’
一
二
頁
、
明
治
二
十
五
年
。

（
一
ｓ
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
、
第
四
回
議
会
（
下
）
、
明
治
二
十
六
年
』
五
九
四
’
六
○
二
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
四

（
二
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
、
第
四
回
議
会
（
下
）
、
明
治
二
十
六
年
』
九
七
四
’
九
八
三
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
四

（
三
）
『
北
里
研
究
所
二
十
五
年
誌
』
一
○
一
’
一
○
三
頁
、
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
十
四
年
。

（
西
）
蘇
門
山
人
『
長
谷
川
泰
先
生
小
伝
』
一
二
四
，
４
一
三
一
頁
、
長
谷
川
泰
先
生
遺
稿
集
刊
行
会
、
昭
和
十
年
。

（
三
）
内
務
省
衛
生
局
『
医
制
五
拾
年
史
』
二
九
○
’
二
九
六
頁
、
大
正
十
四
年
。

（
宍
）
『
中
外
医
事
新
報
』
三
三
七
号
、
四
七
’
五
四
頁
、
明
治
二
十
七
年
。

（
毛
）
小
高
健
「
血
清
薬
院
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
四
巻
三
号
、
三
○
’
五
七
頁
、
昭
和
六
十
三
年
。

（
穴
）
鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
伝
、
第
一
巻
』
八
四
四
’
八
六
五
頁
、
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
昭
和
十
二
年
。

（
天
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
、
明
治
編
、
、
第
一
三
回
議
会
、
明
治
三
十
一
年
』
八
五
’
八
六
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
六
十

（
三
）
北
里
柴
三
郎
「
伝
染
巨

京
、
昭
和
五
十
三
年
。

（
三
）
『
細
菌
学
雑
誌
』
一
○
九
号
、
五
○
’
五
一
頁
、
明
治
三
十
七
年
。

（
茜
）
『
二
○
’
一
三
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
、
明
治
三
十
七
’
三
十
八
年
』
伝
染
病
予
防
法
中
改
正
法
律
案
委
員
会
第
二
回
、
国
会
図
書
館
蔵
。

（
一
一
つ
）

（
二
一
）

（
一
二
一
）

生
1

0

年
◎

五
十
四
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
六
号
、
六
三
頁
、
明
治
二
十
九
年
。

『
二
○
’
一
二
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
、
明
治
三
十
七
’
三
十
八
年
』
予
算
委
員
第
二
分
科
会
（
内
務
省
所
管
）
第
二
回
、
国
会
図
書
館
蔵
。

北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
ノ
内
務
省
所
管
ナ
ヲ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
事
（
明
治
四
十
四
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
二
二
九
’
二
三
四

頁
◎

年
0

「
伝
染
病
研
究
所
辞
職
の
理
由
（
大
正
三
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
一
三
五
○
’
一
三
五
九
頁
、
北
里
研
究
所
・
北
里
学
園
、
東
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北
里
柴
三
郎
「
発
言
（
明
治
四
十
三
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
二
八
七
頁
。

『
細
菌
学
雑
誌
」
一
六
一
号
、
七
一
’
七
三
頁
、
明
治
四
十
二
年
。

緒
方
正
規
「
矢
部
辰
三
郎
氏
の
・
へ
ス
ト
検
疫
方
針
論
を
読
む
」
『
中
外
医
事
新
報
』
四
七
二
号
、
四
○
’
四
四
頁
、
明
治
三
十
二
年
。

北
里
柴
三
郎
「
ペ
ス
ト
菌
に
就
て
（
明
治
二
十
九
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
三
二
四
ｊ
く
三
三
一
頁
。

内
務
省
衛
生
局
『
日
本
二
於
ケ
ル
「
コ
レ
ラ
」
ノ
研
究
』
二
六
’
二
七
、
五
三
’
五
四
頁
、
昭
和
二
年
。

北
里
柴
三
郎
「
・
へ
ス
ト
に
就
て
（
明
治
三
十
二
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
郎
集
』
六
一
六
’
六
二
八
頁
。

二
木
謙
三
・
村
山
達
三
対
談
「
私
の
歩
ん
だ
道
（
そ
の
四
）
」
『
日
本
医
事
新
報
』
二
○
二
二
号
、
五
八
’
六
五
頁
、
昭
和
三
十
八
年
。

田
端
重
晟
日
記
『
北
里
研
究
所
五
十
年
誌
』
二
○
’
二
二
頁
、
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
四
十
一
年
。

『
駒
込
病
院
百
年
史
』
一
七
、
一
七
三
、
一
九
二
、
一
二
一
頁
、
駒
込
病
院
、
昭
和
五
十
八
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
一
八
三
号
、
八
四
頁
、
明
治
四
十
四
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
９
、
第
八
回
議
会
（
下
）
明
治
二
十
八
年
』
八
七
○
’
八
七
一
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
ふ
、
昭
和
五
十
四
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
四
一
号
、
二
’
八
頁
、
明
治
三
十
二
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
二
○
号
、
六
五
頁
、
明
治
三
十
八
年
。

年
◎

小
高
健
「
予
防
衛
生
研
究
所
の
創
設
と
伝
染
病
研
究
所
の
改
組
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
巻
四
号
、
三
九
’
八
四
頁
、
昭
和
六
十
一
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
四
一
号
、
四
八
頁
、
明
治
三
十
二
年
。

志
賀
潔
「
自
叙
伝
（
続
一
○
）
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
○
○
号
、
四
九
’
五
三
頁
、
昭
和
三
十
三
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
二
二
九
号
、
五
五
’
八
○
頁
、
大
正
三
年
。

『
中
外
医
事
新
報
』
七
四
七
号
、
六
四
○
’
六
四
二
頁
、
七
五
○
号
、
八
五
九
’
八
六
一
頁
、
明
治
四
十
四
年
。

田
中
香
涯
『
明
治
大
正
日
本
医
学
史
』
七
一
’
八
三
頁
、
東
京
医
事
新
誌
局
、
東
京
、
昭
和
二
年
。

志
賀
潔
「
自
叙
伝
（
続
二
○
）
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
二
五
号
、
六
三
’
六
六
頁
、
昭
和
三
十
四
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
一
六
三
号
、
五
八
頁
、
明
治
四
十
二
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
一
七
四
号
、
五
○
’
五
一
頁
、
明
治
四
十
三
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
、
明
治
編
四
、
第
一
六
回
議
会
、
明
治
三
十
四
年
』
一
三
五
’
二
二
六
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
六
十
二
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『
実
験
医
学
雑
誌
』
三
巻
四
号
、
七
六
’
七
七
頁
、
大
正
八
年
。

「
青
山
胤
通
先
生
胸
像
遷
座
式
」
『
実
験
医
学
雑
誌
』
一
西
巻
二
号
、
二
九
三
’
二
九
九
頁
、
昭
和
十
五
年
。

「
長
與
又
郎
日
記
」
大
正
八
年
十
一
月
二
十
二
日
。

安
芸
基
雄
「
大
正
三
年
の
所
謂
伝
研
移
管
問
題
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
一
三
巻
三
号
、
一
，
Ｉ
二
五
頁
、
昭
和
四
十
二
年
、
三
一
巻
四
号
、

一
九
’
四
○
頁
、
一
四
巻
二
号
、
一
八
’
六
七
頁
、
昭
和
四
十
三
年
。

『
東
京
大
学
百
年
史
、
通
史
二
』
一
○
○
’
一
○
八
頁
、
東
京
大
学
、
東
京
、
昭
和
六
十
年
。

『
近
代
名
医
一
夕
話
』
四
二
頁
、
日
本
医
事
新
報
社
、
東
京
、
昭
和
十
二
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
６
、
第
三
二
’
三
五
回
議
会
、
大
正
三
年
』
二
九
四
’
三
○
五
頁
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
８
、
第
三
七
回
議
会
（
一
）
、
大
正
四
・
五
年
』
三
四
四
’
三
五
○
頁
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
。

『
後
藤
新
平
伝
』
四
八
三
’
四
九
六
頁
。

『
近
世
名
医
一
夕
話
』
三
六
五
’
四
一
○
頁
。

『
公
衆
衛
生
の
発
達
』
七
三
’
九
四
頁
、
日
本
公
衆
衛
生
協
会
、
昭
和
四
十
二
年
。

北
里
柴
三
郎
「
案
内
状
（
明
治
二
十
五
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
六
九
頁
。

北
里
柴
三
郎
「
学
問
の
神
聖
と
独
立
（
大
正
四
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
一
四
六
九
’
一
四
七
三
頁
。

倉
沢
剛
『
学
校
人

舘
昭
「
大
正
一
三

昭
和
五
十
三
年
。

添
川
正
夫
『
日
本
痘
苗
史
序
説
』
一
○
三
’
一
○
四
頁
、
近
代
出
版
、
東
京
、
昭
和
六
十
二
年
。

『
第
一
一
三
’
三
五
回
議
会
（
大
正
三
年
）
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
６
』
二
○
四
’
一
三
五
頁
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
９
、
第
三
七
回
議
会
（
二
）
大
正
四
・
五
年
』
四
二
九
’
四
三
七
頁
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
七
年
。

『
中
外
医
事
新
報
』
七
一
○
号
、
一
四
三
五
頁
、
明
治
四
十
二
年
。

柴
山
五
郎
作
『
日
本
二
於
ケ
ル
細
菌
学
沿
革
小
史
』
一
二
九
頁
、
東
京
医
学
会
創
立
二
十
五
年
祝
賀
記
念
論
文
集
、
大
正
二
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
釦
、
第
三
五
・
三
六
回
議
会
、
大
正
一
二
年
』
四
四
，
く
五
二
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
六
年
。

『
歴
代
内
閣
の
行
政
整
理
案
』
国
立
公
文
書
館
特
殊
資
料
第
三
類
、
一
般
行
政
関
係
。

倉
沢
剛
『
学
校
令
の
研
究
』
二
四
一
’
二
四
四
頁
、
講
談
社
、
東
京
、
昭
和
五
十
三
年
。

舘
昭
「
大
正
三
年
の
帝
国
大
学
令
改
正
案
と
東
京
帝
国
大
学
ｌ
奥
田
文
政
下
の
学
制
改
革
問
題
」
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
一
号
、
三
八
’
六
一
貢
、
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「
後
藤
男
爵
の
祝
辞
」
「
北
里
研
究
所
二
十
五
年
誌
』
四
三
’
四
七
頁
、
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
十
四
年
。

「
北
里
柴
三
郎
の
歩
ん
だ
道
」
「
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
一
六
四
九
’
一
六
五
六
頁
。

高
梨
光
司
『
佐
田
愛
彦
先
生
伝
』
五
五
八
’
五
六
六
頁
、
佐
田
愛
彦
先
生
古
稀
寿
祝
賀
記
念
事
業
会
、
昭
和
十
五
年
。

三
島
椿
軒
「
青
山
と
北
里
」
『
医
海
時
報
』
一
○
六
三
号
、
四
’
六
頁
、
大
正
三
年
。

蘇
門
山
人
『
長
谷
川
泰
先
生
小
伝
』
一
五
六
’
一
六
三
頁
。

履
歴
書
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
資
料
お
よ
び
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
。

北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
設
立
の
必
要
（
明
治
二
十
五
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
六
四
’
六
七
頁
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
鋤
第
三
五
・
一
三
ハ
回
議
会
、
大
正
三
年
』
一
○
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
六
年
。

北
里
柴
三
郎
「
欧
州
視
察
談
」
、
「
欧
州
見
聞
談
（
明
治
四
十
四
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
二
一
二
○
’
二
三
七
、
二
三
八
’
二
四
四
、

志
賀
潔
「
自
叙
伝
（
続
八
）
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
七
九
七
号
、
三
七
’
四
五
頁
、
昭
和
三
十
三
年
。

『
北
里
研
究
所
二
十
五
年
誌
』
一
六
’
二
○
頁
、
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
十
四
年
。

座
談
会
「
微
生
物
学
五
○
年
の
進
歩
を
語
る
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
三
九
○
号
、
三
’
二
二
頁
、
昭
和
二
十
五
年
。

山
本
俊
一
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
八
三
六
’
八
四
三
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
七
年
。

高
野
六
郎
「
北
里
柴
三
郎
の
業
績
」
『
日
本
医
事
新
報
』
三
一
○
六
号
、
二
三
’
二
五
頁
、
昭
和
二
十
四
年
。

北
里
柴
三
郎
「
結
核
ノ
ッ
ゞ
ヘ
ル
ク
リ
ン
療
法
二
就
テ
（
大
正
元
年
）
」
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
一
二
四
四
’
二
一
蚕
ハ
頁
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
躯
第
二
八
回
議
会
、
明
治
四
十
四
年
』
四
三
五
、
五
二
○
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
六
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
狐
、
第
三
七
回
議
会
（
上
）
大
正
四
年
』
一
九
一
’
一
九
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
六
年
。

（
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
細
胞
遺
伝
学
研
究
部
）

北
里
柴
三
郎
一

二
四
五
’
一

一
七
○
頁
。
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